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第8章  昆虫類調査 

8-1  調査概要 

8-1-1  調査内容 

表 8-1-1-1 に調査内容を、表 8-1-1-2 に調査工程を示す。 

 

表 8-1-1-1 調査内容 

 

調　査　内　容 地点数 調査実施日 調査数量

1. 昆虫相調査
種名、個体数
　ｲｴﾛ-ﾊﾟﾝﾄﾗｯﾌ(11点)、ﾌﾗｲﾄ・ｲﾝﾀ-ｾﾌﾟﾄﾄﾗｯﾌﾟ(4点)
　ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ(4点)、任意採集（12群落）

干潟全域
 9/1～9/3
 10/20～10/22

2回

　　（１）成虫調査 個体数 8回

　　（２）幼虫調査 巣坑数、巣坑密度，粒度組成 8回

　　（３）移動状況調査 個体数 8月 1回

項　　目

昆
虫
調
査

2. ルイスハンミョウ調査

干潟全域

4月～10月
（9月に2回）

 
注：4～8月はﾏﾘﾝﾋﾟｱ環境調査の一環で実施した調査である。 

 

表 8-1-1-2 調査工程 

H20 年 H21 年 
調査項目 
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8-1-2  調査地点 

調査位置を図 8-1-2-1 に、トラップの位置座標を表 8-1-2-1 に示す。 

なお、ルイスハンミョウ調査は干潟全体を対象とした。 

 

表 8-1-2-1 昆虫相調査トラップ位置 

ﾄﾗｯﾌﾟ名 地点名 緯度 経度
標高

（D.L.+m）
F-1,L-1 34° 4' 50.4" 134° 35' 9.5" 2.160
F-2,L-2 34° 4' 41.8" 134° 35' 25.6" 3.297
F-3,L-3 34° 5' 3.9" 134° 34' 26.9" 2.161
F-4,L-4 34° 4' 51.1" 134° 34' 35.7" 2.266
P-1 34° 4' 44.7" 134° 35' 20" 3.040
P-10 34° 4' 50.9" 134° 34' 35.6" 2.431
P-11 34° 4' 40.4" 134° 35' 27.2" 2.600
P-2 34° 4' 40.8" 134° 35' 27.6" 2.791
P-3 34° 4' 42.9" 134° 35' 23.5" 2.476
P-4 34° 4' 44.5" 134° 35' 21" 2.580
P-5 34° 4' 42" 134° 35' 24.5" 2.772
P-6 34° 4' 50.1" 134° 35' 12.8" 2.704
P-7 34° 4' 49" 134° 35' 12.7" 2.209
P-8 34° 4' 50.4" 134° 35' 9.4" 2.083
P-9 34° 5' 3.9" 134° 34' 26.9" 2.075

ﾌﾗｲﾄｲﾝﾀｰｾﾌﾟﾄ
ﾄﾗｯﾌﾟ,ﾗｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

ｲｴﾛｰﾊﾟﾝ
ﾄﾗｯﾌﾟ

 



3-8-2 

 

 

 

 

図 8-1-2-1 昆虫相調査地点位置図 
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8-1-3 調査方法 

8-1-3-1  昆虫相調査 

河口干潟に特有の塩性湿地帯植生やヨシ群落を対象に、対象群落区分ごとの昆虫類の生息確認を、

ライトトラップ(LT)、イエローパントラップ(YPT)、フライト・インターセプト・トラップ(FIT)、

任意採集（スウィーピング法を併用）を実施した。 

 

1) ライトトラップ：ＬＴ(4 地点) 
ライトトラップは、夜間、灯火に集まる昆虫類の性質(正の走光性)を利用して採集する方法で

あり、広範囲の昆虫類を集めることが可能である。 

手法はカーテン法とした。カーテン法は、白色のスクリーン(2m×2m のカーテン)を見通しの良

い場所に張り、その前に光源を吊して点灯し、スクリーンを目がけて集まる昆虫類を、吸虫管、

殺虫管、捕虫ネットを用いて採集する方法である。調査では、光源としてブラックライト（20ｗ2

灯）及び白色蛍光灯（20ｗ1 灯）を用いた。 

トラップの設置地点は河口干潟 2地点、住吉干潟(中州)1 地点、住吉干潟（右岸）1地点とし、

日没後 3時間実施した。表 8-1-3-1 に各設置地点の対象植生を示す。 

 

表 8-1-3-1 ＬＴの対象植生 

場所 No. 対象植生 

L-1 ヨシ 
河口干潟 

L-2 ヨシ以外 

住吉干潟(中州) L-3 ヨシ 

住吉干潟(右岸) L-4 ヨシ 

 

 

 
ＬＴ（カーテン法）実施状況 
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2) イエローパントラップ：ＹＰＴ(11 地点) 
イエローパントラップは、黄色い皿状の器（約 45cm×約 35cm のバットに黄色い板を敷いたも

の）に水と洗剤を入れて設置し、黄色い色に集まってくる昆虫が、液で溺れて死ぬので、それを

回収する方法である。 

トラップの設置地点は 11 地点とした。表 8-1-3-2 に各設置地点の対象植生を示す。トラップ

は午前 9時頃までに設置しておき、夕方に 1度回収し、翌日の朝 2度目の回収を行い終了とした。 

 

表 8-1-3-2 ＹＰＴの対象植生 

対象植生 調査地区 地点 No. 

ケカモノハシ 河口干潟 P-1 

コウボウシバ 河口干潟 P-2,P-6 

コウボウムギ 河口干潟 P-3,P-4 

ハマヒルガオ 河口干潟 P-5 

河口干潟 P-7,P-8 

住吉干潟（中州） P-9 ヨシ 

住吉干潟（右岸） P-10 

ナルトサワギク 河口干潟 P-11 

 

 

 
ＹＰＴ設置状況 
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3) フライト・インターセプトトラップ：ＦＩＴ(4 地点) 
フライト・インターセプトトラップは、透明なアクリル板（約 45cm×60cm）を立てて、これに

衝突した昆虫を集める方法である。落ちた昆虫を集めるために、下に器を置き、その中に洗剤と

保存用の酢酸を入れた水を入れておく。容器に落ちた昆虫は溺れて死ぬので、それを回収した。 

トラップの設置地点は河口干潟 2地点、住吉干潟(中州)1 地点、住吉干潟（岸部）1地点とした。

表 8-1-3-3 に各設置地点の対象植生を示す。 

トラップは午前 9時頃までに設置しておき、夕方に 1度回収し、翌日の朝 2度目の回収を行い

終了とした。 

 

 

表 8-1-3-3 ＦＩＴの対象植生 

場所 No. 対象植生 

F-1 ヨシ 
河口干潟 

F-2 ヨシ以外 

住吉干潟(中州) F-3 ヨシ 

住吉干潟(岸部) F-4 ヨシ 

 

 

 

ＦＩＴ設置状況 
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4) 任意採集（12 植物群落） 
任意採集は、昆虫採集の中で最も基本的な採集方法で、目視により昆虫類を発見し採集する方

法である。 

手で捕まえる場合をルッキング、捕虫網により捕まえる場合をネッティングという。ルッキン

グ法では、倒木や石の下等網を利用できない場所に生息する種や地面を徘徊する種を採集し、ネ

ッティング法では、主に飛翔中のチョウ類やトンボ類を採集した。また、木や草等を捕虫網です

くって採集するスウィーピング法も併せて実施した。 

採集は、表 8-1-3-4 に示す吉野川河口干潟の 12 種類の植物群落に対して実施した。 

 

表 8-1-3-4 任意採集の対象群落 

地点 No. 調査地区 対象群落 

N-1 河口干潟 ヨシ 

N-2 河口干潟 ケカモノハシ 

N-3 河口干潟 ハマヒルガオ 

N-4 河口干潟 コウボウシバ 

N-5 河口干潟 コウボウムギ 

N-6 河口干潟 ウラギク 

N-7 河口干潟 ハマゴウ 

N-8 河口干潟 ホウキギク 

N-9 河口干潟 シナダレスズメガヤ 

N-10 河口干潟 セイタカアワダチソウ 

N-11 河口干潟 ハマエンドウ 

N-12 河口干潟 ナルトサワギク 

 

 

 

任意採集実施状況 
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8-1-4  ルイスハンミョウ調査 

ルイスハンミョウ（海浜裸地依存種）の生息実態及び移動状況を把握するために、以下の調査を

実施した。 

＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

1) 成虫調査 
調査は、既知の情報をもとに、干潟部を 5～6人で踏査し、成虫の計数を行った。できる限り捕

虫網で捕らえて、雌雄の確認をおこなってから、後方へ放すようにした。また、確認位置を記録

するとともに、特異な行動（交尾、産卵、摂餌、掘り返し等）が見られた場合には、その行動も

記録した。 

 

成虫調査実施状況 

 

2) 幼虫調査 
調査は、既知の情報をもとに、干潟の満潮線付近を 5～6人で踏査し巣坑の確認を行った。 

巣坑の分布範囲を捉えて、その中に 2から 4地点のコドラート(2×2m)を設置し、コドラート内

の巣坑を、直径を計測しながら計数した。巣坑直径は、ノギスを用いて計測した。 

各月の調査時には、RTK-GPS(VRS)を携帯し、分布範囲、コドラート位置の位置座標を取得した。 

コドラート位置では、粒度組成分析用の試料採取を行うとともに、地温と気温の測定を実施し

た。 

 

幼虫調査実施状況 
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3) 移動状況調査    ＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 
河口干潟で採集したルイスハンミョウ成虫の胸部背面に桃色のマーカーペン油性（ゼブラ、ハ

イマッキー、ピンク）でマーキングを行い再び河口干潟に戻し、翌日、1 週間後に河口干潟及び

河口対岸にてマーキング個体の確認を行った。なお、マーキングは、できるだけ沖ノ洲海岸に近

い河口干潟の東部付近で実施した。 

 

ルイスハンミョウ マーキング個体 
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8-2  昆虫相調査結果 

8-2-1  調査時期および確認昆虫リスト 

現地調査実施日を表 8-2-1-1 に、確認された昆虫のリストを表 8-2-1-2 に示す。 

 

 

表 8-2-1-1 調査実施日 

2008年9月 1,2,3日
2008年10月 20,21,22日

調査年月日 昆虫相調査
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表 8-2-1-2(1) 確認昆虫リスト

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

1 トビムシ ツチトビムシ科の一種 1 1 1 1

2 トビムシ トクナガツノトビムシ 1 1 1 1

- トビムシ Entomobrya属の一種 13 6 4 3 3 3 6 4 4 1 2 3

- トビムシ アヤトビムシ科の一種 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 カゲロウ コカゲロウ科の一種 3 3 3 3

4 トンボ セスジイトトンボ 1 1 1 1

5 ゴキブリ モリチャバネゴキブリ 2 2 2 2

- ゴキブリ チャバネゴキブリ科の一種 8 8 1 1 2 2 4 6

6 カマキリ チョウセンカマキリ 4 4 3 3 1 1

7 ハサミムシ ハマベハサミムシ 2 1 1 1 1 1 1

8 ハサミムシ コヒゲジロハサミムシ 3 3 3 3

9 ハサミムシ オオハサミムシ 20 17 3 10 10 1 2 4 7 3 3

10 バッタ ツユムシ 14 14 2 5 7 1 6 7

- バッタ ツユムシ科の一種 4 4 4 4

11 バッタ ウスイロササキリ 9 6 1 2 2 2 4 2 2 1 1 2 2

12 バッタ オナガササキリ 6 6 1 3 4 2 2

13 バッタ コバネササキリ 17 17 9 1 10 7 7

14 バッタ ホシササキリ 16 16 1 3 4 12 12

15 バッタ ササキリ 3 3 3 3

16 バッタ クサキリ 1 1 1 1

- バッタ キリギリス科の一種 56 56 49 4 53 3 3

17 バッタ ヒロバネカンタン 28 24 1 3 11 11 1 12 13 1 1 1 1 2 2

18 バッタ カンタン 2 2 1 1 2

19 バッタ マツムシ 7 7 1 1 5 7

- バッタ マツムシ科の一種 54 54 52 2 54

20 バッタ ハラオカメコオロギ 12 1 11 1 1 11 11

21 バッタ ミツカドコオロギ 3 2 1 2 2 1 1

22 バッタ モリオカメコオロギ 2 2 1 1 1 1

- バッタ Loxoblemmus属の一種 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23 バッタ エンマコオロギ 8 4 2 2 3 3 1 1 1 1 1 1 2 2

24 バッタ タイワンエンマコオロギ 1 1 1 1

25 バッタ クチナガコオロギ 4 2 2 2 2 1 1 2

26 バッタ ツヅレサセコオロギ 2 2 2 2

- バッタ コオロギ科の一種 18 17 1 1 16 17 1 1

27 バッタ カネタタキ 9 9 9 9

- バッタ カネタタキ科の一種 1 1 1 1

28 バッタ シバスズ 13 7 6 2 2 5 5 3 3 6

29 バッタ ヤチスズ 2 2 2 2

- バッタ ヒバリモドキ科の一種 12 7 5 3 4 7 1 1 1 3 4

30 バッタ ショウリョウバッタ 5 5 5 5

31 バッタ マダラバッタ 8 7 1 2 2 4 3 3 1 1

32 バッタ クルマバッタモドキ 4 4 1 2 3 1 1

33 バッタ ハネナガイナゴ 16 16 10 10 6 6

- バッタ Oxya属の一種 1 1 1 1

34 バッタ ツチイナゴ 2 2 1 1 1 1

- バッタ バッタ科の一種 4 4 4 4

35 バッタ ヒメオンブバッタ 76 75 1 1 5 38 44 2 28 1 31 1 1

- バッタ オンブバッタ科の一種 16 16 1 15 16

36 バッタ ハネナガヒシバッタ 1 1 1 1

- バッタ ヒシバッタ科の一種 2 2 1 1 1 1

37 チャタテムシ チャタテムシ目の一種 34 33 1 25 25 8 8 1 1

38 カメムシ ヒシウンカ 4 4 3 1 4

- カメムシ ヒシウンカ科の一種 2 2 1 1 1 1

39 カメムシ ゴマフウンカ 14 5 4 5 3 1 1 5 4 4 5 5

40 カメムシ タケウンカ 1 1 1 1

41 カメムシ ヒメトビウンカ 68 28 31 9 4 15 3 22 1 2 3 6 30 1 31 8 1 9

42 カメムシ ハコネホソウンカ 30 30 30 30

43 カメムシ セジロウンカ 1 1 1 1

44 カメムシ タマガワナガウンカ 69 68 1 1 1 67 67 1 1

45 カメムシ セスジウンカ 7 7 6 1 7

10月
合計

目名 種名 9月
合計

10月
合計

9月
合計

9月
合計

10月
合計

総計No.
河口
干潟
合計

住吉

中州
合計

岸部
合計
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表 8-2-1-2(2) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

- カメムシ ウンカ科の一種 41 32 7 2 1 20 5 26 1 5 6 2 2 3 7 2 2

46 カメムシ ミツハシテングスケバ 1 1 1 1

47 カメムシ アオバハゴロモ 1 1 1 1

48 カメムシ トビイロハゴロモ 8 8 8 8

49 カメムシ ヒメベッコウハゴロモ 1 1 1 1

50 カメムシ アブラゼミ 1 1 1 1

51 カメムシ ツクツクボウシ 1 1 1 1

52 カメムシ ハマベアワフキ 59 59 4 40 44 15 15

53 カメムシ トバヨコバイ 127 116 11 1 13 71 22 107 1 7 1 9 3 5 8 3 3

54 カメムシ アカカスリヨコバイ 1 1 1 1

55 カメムシ タケナガヨコバイ 7 7 7 7

56 カメムシ Batracomorphus属の一種 50 40 3 7 2 13 14 29 1 9 1 11 2 2 1 1 4 4 3 3

57 カメムシ オオトガリヨコバイ 2 2 2 2

58 カメムシ トガリヨコバイ 1 1 1 1

- カメムシ Doratulina属の一種 7 7 3 4 7

59 カメムシ ミドリヒメヨコバイ 14 14 14 14

60 カメムシ ヨツモンヒメヨコバイ 5 5 1 1 4 4

61 カメムシ ヨモギヒメヨコバイ 1 1 1 1

62 カメムシ クロミャクイチモンジヨコバイ 51 42 1 8 3 6 9 3 12 16 2 33 1 1 1 7 8

63 カメムシ サジヨコバイ 1 1 1 1

64 カメムシ Hishimonus属の一種 1 1 1 1

65 カメムシ Macrostele s属の一種 11 9 2 1 1 8 8 1 1 1 1

66 カメムシ オビヒメヨコバイ 1 1 1 1

67 カメムシ ツマグロヨコバイ 36 7 17 12 1 5 6 1 1 16 1 17 12 12

68 カメムシ ミドリナガヨコバイ 98 82 3 13 2 1 3 2 15 60 2 79 3 3 13 13

69 カメムシ ホソサジヨコバイ 1 1 1 1

70 カメムシ シロミャクイチモンジヨコバイ 8 6 2 3 3 3 3 2 2

71 カメムシ クロサジヨコバイ 2 2 2 2

72 カメムシ マダラヨコバイ 55 48 7 5 28 3 36 2 1 2 7 12 6 6 1 1

73 カメムシ イネマダラヨコバイ 9 9 5 3 8 1 1

- カメムシ Recilia属の一種 4 4 4 4

74 カメムシ イネヒラタヨコバイ 4 4 2 2 2 2

75 カメムシ Thagria属の一種 10 10 2 2 8 8

76 カメムシ イグチホシヨコバイ 5 1 4 1 1 4 4

77 カメムシ ホシヨコバイ 1 1 1 1

- カメムシ Xestocephalus属の一種 2 2 2 2

78 カメムシ ヤマトヨコバイ 1 1 1 1

- カメムシ ヨコバイ科の一種 262 232 5 25 14 1 17 99 131 6 6 27 62 101 4 4 1 1 1 7 2 10 1 12 2 15

79 カメムシ ヤマトキジラミ 2 2 2 2

- カメムシ キジラミ科の一種 3 3 3 3

80 カメムシ アブラムシ科の一種 132 93 27 12 3 4 7 14 3 40 36 79 1 2 3 1 5 18 24 1 8 9 1 2 3

81 カメムシ サシガメ科の一種 2 2 1 1 1 1

82 カメムシ ツツジグンバイ 1 1 1 1

- カメムシ Stephanitis属の一種 70 65 5 45 45 20 20 2 2 2 1 3

- カメムシ グンバイムシ科の一種 5 5 3 3 2 2

83 カメムシ ケシハナカメムシ 2 2 2 2

84 カメムシ コヒメハナカメムシ 2 2 1 1 1 1

85 カメムシ ツヤヒメハナカメムシ 2 2 1 1 2

86 カメムシ ナミヒメハナカメムシ 21 21 3 3 18 18

- カメムシ ハナカメムシ科の一種 6 5 1 5 5 1 1

87 カメムシ トガリキジラミ科の一種 1 1 1 1

88 カメムシ コナジラミ科の一種 27 21 6 8 8 13 13 4 4 2 2

89 カメムシ ナカグロカスミカメ 6 6 6 6

90 カメムシ モモアカハギカスミカメ 36 35 1 35 35 1 1

91 カメムシ ツマグロアオカスミカメ 15 14 1 14 14 1 1

92 カメムシ ツマグロハギカスミカメ 23 22 1 22 22 1 1

93 カメムシ コミドリチビトビカスミカメ 17 16 1 6 6 10 10 1 1

94 カメムシ ネムチビトビカスミカメ 7 7 7 7

95 カメムシ シラゲヨモギカスミカメ 2 2 2 2

96 カメムシ スケバチビカスミカメ 1 1 1 1
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3-8-12 

表 8-2-1-2(3) 確認昆虫リスト

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

97 カメムシ Plagiognathus属の一種 2 2 2 2

98 カメムシ アカスジカスミカメ 2 2 2 2

99 カメムシ ウスモンミドリカスミカメ 285 203 6 76 5 17 22 38 143 181 1 1 1 4 5 4 4 2 69 1 72

- カメムシ カスミカメムシ科の一種 155 150 5 5 5 145 145 4 1 5

100 カメムシ ハネナガマキバサシガメ 13 11 2 1 2 7 10 1 1 2 2

101 カメムシ ネッタイマキバサシガメ 2 2 2 2

102 カメムシ オオホシカメムシ 2 1 1 1 1 1 1

103 カメムシ ホソヘリカメムシ 6 4 2 4 4 2 2

104 カメムシ オオクモヘリカメムシ 1 1 1 1

105 カメムシ ホソハリカメムシ 24 22 2 6 11 17 5 5 2 2

106 カメムシ ホシハラビロヘリカメムシ 1 1 1 1

- カメムシ ヘリカメムシ科の一種 6 6 1 5 6

107 カメムシ スカシヒメヘリカメムシ 1 1 1 1

108 カメムシ アカヒメヘリカメムシ 3 3 3 3

109 カメムシ ブチヒゲヒメヘリカメムシ 1 1 1 1

110 カメムシ コバネナガカメムシ 1 1 1 1

- カメムシ Dimorphopterus属の一種 3 3 3 3

111 カメムシ ヒメオオメナガカメムシ 26 26 9 12 21 1 4 5

112 カメムシ ヒメマダラナガカメムシ 2 2 1 1 2

113 カメムシ サビヒョウタンナガカメムシ 1 1 1 1

114 カメムシ ヒメナガカメムシ 152 123 1 28 2 3 5 9 1 91 17 118 1 1 1 1 2 15 7 4 26

- カメムシ Nysius属の一種 182 168 14 29 139 168 14 14

115 カメムシ ヒラタヒョウタンナガカメムシ 98 82 16 81 1 82 15 1 16

116 カメムシ キベリヒョウタンナガカメムシ 15 8 2 5 8 8 2 2 5 5

117 カメムシ オオメナガカメムシ 1 1 1 1

118 カメムシ ミナミヒョウタンナガカメムシ 58 52 6 52 52 6 6

119 カメムシ イチゴチビナガカメムシ 20 15 5 13 1 14 1 1 4 4 1 1

- カメムシ ナガカメムシ科の一種 104 78 26 8 3 11 3 60 4 67 2 1 23 26

120 カメムシ ハマベツチカメムシ 4 4 2 2 2 2

121 カメムシ ヒメツチカメムシ 6 4 2 1 1 1 3 1 1 2 2

122 カメムシ ウズラカメムシ 2 2 1 1 2

123 カメムシ イシハラカメムシ 5 5 1 4 5

124 カメムシ ブチヒゲカメムシ 10 10 10 10

125 カメムシ ムラサキシラホシカメムシ 1 1 1 1

126 カメムシ シラホシカメムシ 4 2 2 2 2 2 2

127 カメムシ ツヤアオカメムシ 2 2 2 2

128 カメムシ フタテンカメムシ 8 8 5 1 6 2 2

129 カメムシ アオクサカメムシ 12 9 1 2 1 1 7 1 8 1 1 1 1 1 1

130 カメムシ チャバネアオカメムシ 6 4 1 1 3 3 1 1 1 1 1 1

131 カメムシ ヒメチャバネアオカメムシ 1 1 1 1

132 カメムシ オオクロカメムシ 2 1 1 1 1 1 1

- カメムシ カメムシ科の一種 10 10 3 1 4 6 6

133 カメムシ ケシカタビロアメンボ 1 1 1 1

134 カメムシ シロヘリミズギワカメムシ 1 1 1 1

135 アザミウマ アザミウマ科の一種 9 8 1 2 2 3 3 6 1 1

136 アザミウマ クダアザミウマ科の一種 87 86 1 1 28 29 56 1 57 1 1

- アザミウマ アザミウマ目の一種 13 13 13 13

137 アミメカゲロウ キバラコナカゲロウ 3 3 3 3

138 アミメカゲロウ Semidalis属の一種 2 2 1 1 2

139 アミメカゲロウ キントキクサカゲロウ 5 3 2 3 3 2 2

140 アミメカゲロウ ニッポンクサカゲロウ 10 7 2 1 5 5 2 2 1 1 1 1 1 1

141 アミメカゲロウ セアカクサカゲロウ 2 2 2 2

142 トビケラ オオシマトビケラ 11 8 3 8 8 3 3

143 トビケラ クダトビケラ科の一種 1 1 1 1

144 トビケラ チャバネヒゲナガカワトビケラ 1 1 1 1

145 チョウ ホソガ科の一種 12 6 5 1 2 2 1 5 1 1 4 4 1 1 1 1

146 チョウ ヒルガオハモグリガ 2 2 1 1 1 1

- チョウ ハモグリガ科の一種 13 7 6 3 3 1 7 6 6

147 チョウ コハモグリガ科の一種 1 1 1 1

148 チョウ ツヤコガ科の一種 1 1 1 1

10月
合計

目名 種名 9月
合計

10月
合計

9月
合計

9月
合計

10月
合計

総計No.
河口
干潟
合計

住吉

中州
合計

岸部
合計
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表 8-2-1-2(4) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

149 チョウ マダラトガリホソガ 3 2 1 2 2 1 1

- チョウ カザリバガ科の一種 6 6 2 1 3 3 3

150 チョウ イモキバガ 1 1 1 1

151 チョウ ハイイロチビキバガ 2 2 2 2

152 チョウ ジャガイモキバガ 1 1 1 1

153 チョウ Thiotricha属の一種 1 1 1 1

- チョウ キバガ科の一種 16 16 5 3 3 5 16

154 チョウ ヒゲナガキバガ科の一種 24 23 1 22 1 23 1 1

155 チョウ ネマルハキバガ科の一種 1 1 1 1

156 チョウ キイロマイコガ 3 3 3 3

157 チョウ クサモグリガ科の一種 1 1 1 1

158 チョウ ゴボウハマキモドキ 1 1 1 1

159 チョウ Batrachedra属の一種 5 3 2 3 3 2 2

160 チョウ Coleophora属の一種 7 7 7 7

161 チョウ Adoxophyes属の一種 1 1 1 1

162 チョウ ウスアトキハマキ 1 1 1 1

163 チョウ フタモントガリバヒメハマキ 25 11 2 12 11 11 2 2 12 12

164 チョウ ヨモギネムシガ 2 1 1 1 1 1 1

165 チョウ モッコクヒメハマキ 1 1 1 1

166 チョウ Lobesia属の一種 5 5 4 4 1 1

- チョウ ハマキガ科の一種 10 8 1 1 1 4 5 3 3 1 1 1 1

167 チョウ チビガ科の一種 2 1 1 1 1 1 1

168 チョウ イチモンジセセリ 3 3 1 1 2 2

169 チョウ チャバネセセリ 1 1 1 1

170 チョウ ウラナミシジミ 3 3 3 3

171 チョウ キタテハ 1 1 1 1

172 チョウ モンシロチョウ 1 1 1 1

173 チョウ Platyptilia属の一種 3 2 1 2 2 1 1

- チョウ トリバガ科の一種 2 1 1 1 1 1 1

174 チョウ Bradina属の一種 2 2 2 2

175 チョウ フタキスジツトガ 26 26 26 26

176 チョウ ヨシツトガ 23 6 16 1 6 6 16 16 1 1

177 チョウ コブノメイガ 9 5 2 2 3 2 5 2 2 2 2

178 チョウ ワタヘリクロノメイガ 2 2 2 2

179 チョウ キアヤヒメノメイガ 1 1 1 1

180 チョウ ヒメマダラミズメイガ 11 6 1 4 5 5 1 1 1 1 3 3 1 1

181 チョウ アヤナミノメイガ 1 1 1 1

182 チョウ マメノメイガ 2 2 2 2

183 チョウ シロテンキノメイガ 1 1 1 1

184 チョウ ワモンノメイガ 1 1 1 1

185 チョウ マエウスキノメイガ 1 1 1 1

186 チョウ ヨスジノメイガ 1 1 1 1

187 チョウ シバツトガ 26 10 8 8 10 10 8 8 8 8

188 チョウ タテシマノメイガ 17 17 8 9 17

189 チョウ シロオビノメイガ 44 39 4 1 2 22 24 6 9 15 4 4 1 1

190 チョウ クロモンキノメイガ 1 1 1 1

191 チョウ タイワンウスキノメイガ 1 1 1 1

192 チョウ キモントガリメイガ 3 3 3 3

193 チョウ シロイチモンジマダラメイガ 4 4 4 4

194 チョウ ミカドマダラメイガ 5 5 5 5

195 チョウ マエジロホソマダラメイガ 7 7 7 7

196 チョウ ニイシマホソメイガ 1 1 1 1

- チョウ メイガ科の一種 33 23 7 3 5 16 21 2 2 5 5 2 2 3 3

197 チョウ トビスジヒメナミシャク 2 2 2 2

198 チョウ クスアオシャク 1 1 1 1

199 チョウ ウスサカハチヒメシャク 1 1 1 1

- チョウ Scopula属の一種 5 4 1 3 1 4 1 1

- チョウ シャクガ科の一種 1 1 1 1

200 チョウ エビガラスズメ 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1

201 チョウ オオスカシバ 1 1 1 1
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表 8-2-1-2(5) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

202 チョウ クロホウジャク 1 1 1 1

203 チョウ コスズメ 1 1 1 1

204 チョウ チャドクガ 1 1 1 1

205 チョウ ナカジロシタバ 11 6 3 2 3 3 3 3 2 2 1 1 2 2

206 チョウ タマナヤガ 2 2 1 1 1 1

207 チョウ ヒメシロテンコヤガ 8 1 7 1 1 1 1 6 6

208 チョウ フクラスズメ 1 1 1 1

209 チョウ ヒメサビスジヨトウ 2 1 1 1 1 1 1

210 チョウ ハマオモトヨトウ 1 1 1 1

211 チョウ ヌマベウスキヨトウ 17 3 14 3 3 10 10 4 4

212 チョウ オオホシミミヨトウ 4 4 4 4

213 チョウ シマフコヤガ 1 1 1 1

214 チョウ ミツモンキンウワバ 2 2 1 1 1 1

215 チョウ ホソオビアシブトクチバ 2 1 1 1 1 1 1

216 チョウ キマダラコヤガ 1 1 1 1

217 チョウ ナカグロクチバ 1 1 1 1

218 チョウ オオタバコガ 3 3 3 3

219 チョウ サクラケンモン 1 1 1 1

220 チョウ ソトウスグロアツバ 1 1 1 1

221 チョウ キシタアツバ 1 1 1 1

222 チョウ ウスチャモンアツバ 2 2 2 2

- チョウ Hypena属の一種 1 1 1 1

223 チョウ ヤマトホソヤガ 1 1 1 1

224 チョウ ヒメネジロコヤガ 1 1 1 1

225 チョウ オオウンモンクチバ 3 2 1 1 1 2 1 1

226 チョウ アトジロキヨトウ 62 20 31 11 13 13 7 7 17 17 14 14 5 5 6 6

227 チョウ ナカスジキヨトウ 1 1 1 1

228 チョウ クサシロキヨトウ 21 11 5 5 1 1 9 1 10 5 5 3 3 2 2

229 チョウ ノヒラキヨトウ 4 1 3 1 1 3 3

230 チョウ アワヨトウ 2 2 2 2

231 チョウ マメチャイロキヨトウ 3 2 1 2 2 1 1

232 チョウ スジシロキヨトウ 1 1 1 1

233 チョウ ヒメエグリバ 1 1 1 1

234 チョウ アカエグリバ 1 1 1 1

235 チョウ クロスジヒメアツバ 1 1 1 1

236 チョウ オオアカマエアツバ 2 1 1 1 1 1 1

237 チョウ クシナシスジキリヨトウ 18 17 1 17 17 1 1

238 チョウ スジキリヨトウ 5 1 2 2 1 1 2 2 2 2

239 チョウ シロイチモジヨトウ 17 15 1 1 15 15 1 1 1 1

240 チョウ ハスモンヨトウ 10 3 4 3 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 2 2

241 チョウ シロナヨトウ 1 1 1 1

242 チョウ イラクサギンウワバ 1 1 1 1

243 チョウ サンカククチバ 2 2 1 1 1 1

- チョウ ヤガ科の一種 10 4 6 1 3 4 1 2 3 2 1 3

244 チョウ Limonia属の一種 2 1 1 1 1 1 1

245 チョウ クロスジシロコブガ 1 1 1 1

- チョウ コブガ科の一種 2 2 1 1 1 1

246 ハエ Libnotes属の一種 1 1 1 1

247 ハエ Limnorimarga属の一種 2 2 2 2

248 ハエ Nephrotoma属の一種 1 1 1 1

249 ハエ マドガガンボ 1 1 1 1

- ハエ ガガンボ科の一種 2 2 2 2

250 ハエ チョウバエ科の一種 14 6 1 7 2 3 1 6 1 1 7 7

251 ハエ ヌカカ科の一種 117 30 10 77 3 1 1 5 5 17 3 25 1 1 6 3 9 2 75 77

252 ハエ ユスリカ科の一種 126 71 19 36 2 7 1 10 3 11 42 5 61 4 4 5 9 1 15 3 3 4 29 33

253 ハエ カ科の一種 4 4 4 4

254 ハエ ブユ科の一種 9 9 6 1 1 8 1 1

255 ハエ Lestremia属の一種 4 2 2 2 2 2 2

256 ハエ Dasineura属の一種 80 60 5 15 8 40 48 1 11 12 3 2 5 2 7 9 2 4 6

257 ハエ キノコバエ科の一種 4 2 1 1 2 2 1 1 1 1
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表 8-2-1-2(6) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

258 ハエ クロバネキノコバエ科の一種 47 27 12 8 2 1 4 7 2 3 6 9 20 1 2 1 4 6 2 8 2 2 1 5 6

259 ハエ シギアブ科の一種 1 1 1 1

260 ハエ ハラキンミズアブ 1 1 1 1

- ハエ ミズアブ科の一種 2 1 1 1 1 1 1

261 ハエ アオメアブ 2 2 2 2

- ハエ ムシヒキアブ科の一種 22 18 4 2 5 10 17 1 1 1 2 1 4

262 ハエ クロバネツリアブ 1 1 1 1

263 ハエ ツルギアブ科の一種 19 16 3 1 1 3 4 8 15 3 3

264 ハエ アシナガバエ科の一種 242 33 159 50 1 14 13 28 2 3 5 17 4 135 156 1 2 3 2 1 44 47 1 2 3

265 ハエ オドリバエ科の一種 28 23 1 4 2 5 1 8 12 3 15 1 1 1 1 2 1 3

266 ハエ アタマアブ科の一種 36 36 1 21 8 30 5 1 6

267 ハエ ツリアブ科の一種 2 2 2 2

268 ハエ タテジマクロハナアブ 2 2 1 1 2

269 ハエ ナミハナアブ 1 1 1 1

- ハエ Eristalis属の一種 1 1 1 1

270 ハエ Melangyna属の一種 1 1 1 1

271 ハエ Melanostoma属の一種 1 1 1 1

272 ハエ ノヒラマメヒラタアブ 1 1 1 1

273 ハエ オオハナアブ 2 2 2 2

274 ハエ Sphaerophoria属の一種 19 19 1 1 18 18

275 ハエ ノミバエ科の一種 38 32 5 1 6 1 4 11 2 5 14 21 3 3 1 1 2 1 1

276 ハエ カトウハモグリバエ 1 1 1 1

- ハエ ハモグリバエ科の一種 58 44 7 7 1 1 9 7 18 2 3 19 2 26 1 1 2 5 5 1 1 2 2 1 2 5

277 ハエ キモグリバエ科の一種 198 165 27 6 15 2 89 16 122 1 39 3 43 1 1 1 24 1 26 1 1 2 1 2 1 4

278 ハエ Stegana属の一種 1 1 1 1

- ハエ ショウジョウバエ科の一種 5 3 2 3 3 1 1 1 1

279 ハエ シラミバエ科の一種 1 1 1 1

280 ハエ ミギワバエ科の一種 320 188 71 61 16 56 49 121 10 38 19 67 1 1 5 7 5 55 4 64 1 4 34 39 22 22

281 ハエ ハヤトビバエ科の一種 32 9 10 13 1 1 3 4 1 8 1 1 3 6 9 1 1 4 6 2 12

282 ハエ Homoneura属の一種 42 35 6 1 2 24 1 27 8 8 4 4 2 2 1 1

283 ハエ ヤブクロシマバエ 2 2 2 2

- ハエ シマバエ科の一種 2 1 1 1 1 1 1

284 ハエ ヒゲナガヤチバエ 5 5 5 5

285 ハエ ヒトテンツヤホソバエ 1 1 1 1

286 ハエ ヒラヤマアミメケブカミバエ 1 1 1 1

287 ハエ ネッタイヒメクロミバエ 1 1 1 1

288 ハエ ハナバエ科の一種 198 165 22 11 1 4 9 3 17 2 11 132 3 148 5 1 6 16 16 1 1 1 9 10

289 ハエ ツマグロキンバエ 27 26 1 1 1 2 23 1 24 1 1

290 ハエ ヘリグロハナレメイエバエ 19 19 1 1 2 17 17

- ハエ イエバエ科の一種 25 20 5 1 1 10 1 13 7 7 5 5

291 ハエ ニクバエ科の一種 113 78 14 21 2 4 10 10 26 1 5 17 29 52 4 4 5 3 2 10 1 1 3 13 4 20

292 ハエ ヤドリバエ科の一種 54 39 1 14 3 2 9 14 11 6 8 25 1 1 2 11 1 14

293 コウチュウ キイロチビゴモクムシ 2 1 1 1 1 1 1

294 コウチュウ トゲアトキリゴミムシ 15 15 15 15

295 コウチュウ アオミズギワゴミムシ 2 2 2 2

296 コウチュウ コクロヒメゴモクムシ 4 4 4 4

297 コウチュウ ケウスゴモクムシ 2 1 1 1 1 1 1

298 コウチュウ ウスアカクロゴモクムシ 2 1 1 1 1 1 1

299 コウチュウ ホソチビゴミムシ 1 1 1 1

300 コウチュウ ヨツモンコミズギワゴミムシ 2 1 1 1 1 1 1

301 コウチュウ エリザハンミョウ 2 2 2 2

302 コウチュウ クロニセトガリハネカクシ 1 1 1 1

303 コウチュウ オオツノハネカクシ 1 1 1 1

304 コウチュウ ニセユミセミゾハネカクシ 19 10 9 1 1 9 9 9 9

305 コウチュウ ツマアカナガエハネカクシ 2 1 1 1 1 1 1

306 コウチュウ クロバネアリガタハネカクシ 2 2 2 2

307 コウチュウ アオバアリガタハネカクシ 35 33 1 1 22 3 1 26 6 1 7 1 1 1 1

308 コウチュウ クビボソハネカクシ 5 5 5 5

- コウチュウ Rugilus属の一種 1 1 1 1

- コウチュウ ハネカクシ科の一種 65 28 5 32 23 5 28 1 1 1 3 2 2 12 12 20 20
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表 8-2-1-2(7) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

309 コウチュウ アリヅカムシ科の一種 1 1 1 1

310 コウチュウ アオドウガネ 21 13 5 3 13 13 5 5 3 3

311 コウチュウ サクラコガネ 1 1 1 1

312 コウチュウ ヒメコガネ 1 1 1 1

313 コウチュウ アカビロウドコガネ 18 13 2 3 1 12 13 2 2 3 3

314 コウチュウ アカアシハナコメツキ 2 2 2 2

315 コウチュウ Meristhus属の一種 17 14 1 2 4 10 14 1 1 2 2

316 コウチュウ マダラチビコメツキ 1 1 1 1

317 コウチュウ クロヒメミゾコメツキダマシ 1 1 1 1

318 コウチュウ ヤマトヒメメダカカッコウムシ 2 1 1 1 1 1 1

319 コウチュウ ヒロオビジョウカイモドキ 1 1 1 1

320 コウチュウ クロキオビジョウカイモドキ 44 43 1 1 1 33 2 37 4 2 6 1 1

321 コウチュウ ミスジキイロテントウ 2 2 1 1 1 1

322 コウチュウ ナナホシテントウ 15 14 1 2 2 1 11 12 1 1

323 コウチュウ ナミテントウ 1 1 1 1

324 コウチュウ ダンダラテントウ 39 38 1 3 4 20 5 32 2 2 2 6 1 1

325 コウチュウ セスジヒメテントウ 41 41 31 31 8 2 10

- コウチュウ Nephus属の一種 1 1 1 1

326 コウチュウ ヒメカメノコテントウ 7 5 2 1 1 2 3 3 2 2

327 コウチュウ ババヒメテントウ 1 1 1 1

328 コウチュウ カバイロヒメテントウ 2 2 1 1 2

329 コウチュウ クロヘリヒメテントウ 7 7 2 5 7

330 コウチュウ カワムラヒメテントウ 1 1 1 1

331 コウチュウ キイロヒメテントウ 1 1 1 1

332 コウチュウ ヤマトヒメテントウ 28 28 28 28

333 コウチュウ クロテントウ 1 1 1 1

334 コウチュウ ナカグロミジンムシ 1 1 1 1

335 コウチュウ ムクゲミジンムシ 1 1 1 1

336 コウチュウ キイロセマルキスイ 1 1 1 1

337 コウチュウ マルガタキスイ 1 1 1 1

338 コウチュウ ケナガマルキスイ 1 1 1 1

339 コウチュウ ウスチャケシマキムシ 21 21 15 15 5 1 6

340 コウチュウ ヤマトケシマキムシ 13 13 1 1 8 1 11 2 2

341 コウチュウ カタベニデオキスイ 1 1 1 1

342 コウチュウ エムモンチビヒメハナムシ 8 6 1 1 3 3 3 3 1 1 1 1

343 コウチュウ クロホソアリモドキ 3 2 1 2 2 1 1

344 コウチュウ クロオビホソアリモドキ 2 2 2 2

345 コウチュウ チビイッカク 1 1 1 1

346 コウチュウ ツノボソチビイッカク 51 51 42 42 3 6 9

347 コウチュウ ホソアシチビイッカク 1 1 1 1

348 コウチュウ ムナグロホソアリモドキ 1 1 1 1

349 コウチュウ ホソニセクビボソムシ 2 2 1 1 2

350 コウチュウ Mordellina属の一種 5 3 2 2 1 3 1 1 2

351 コウチュウ Mordellistena属の一種 1 1 1 1

- コウチュウ ハナノミ科の一種 9 9 9 9

352 コウチュウ ズグロカミキリモドキ 2 2 2 2

353 コウチュウ ハイイロカミキリモドキ 10 10 2 8 10

354 コウチュウ オオサワカミキリモドキ 1 1 1 1

355 コウチュウ クロズハマベゴミムシダマシ 49 48 1 48 48 1 1

356 コウチュウ ヤマトスナゴミムシダマシ 1 1 1 1

357 コウチュウ カクスナゴミムシダマシ 4 3 1 1 2 3 1 1

358 コウチュウ ハマヒョウタンゴミムシダマシ 3 3 3 3

359 コウチュウ オオツヤホソゴミムシダマシ 1 1 1 1

360 コウチュウ ホソハマベゴミムシダマシ 2 1 1 1 1 1 1

361 コウチュウ オオニジゴミムシダマシ 2 2 2 2

362 コウチュウ ニジゴミムシダマシ 11 11 4 7 11

363 コウチュウ クロコキノコムシダマシ 5 5 5 5

364 コウチュウ Altica属の一種 2 1 1 1 1 1 1

365 コウチュウ ヨモギハムシ 1 1 1 1

366 コウチュウ イチゴハムシ 1 1 1 1
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表 8-2-1-2(8) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

367 コウチュウ コフキゾウムシ 1 1 1 1

368 コウチュウ アルファルファタコゾウムシ 1 1 1 1

369 コウチュウ Scepticus属の一種 14 13 1 1 5 6 5 2 7 1 1

370 コウチュウ キクイムシ科の一種 4 3 1 3 3 1 1

371 ハチ セグロカブラハバチ 2 2 1 1 1 1

372 ハチ Pachyprotasis属の一種 14 13 1 13 13 1 1

373 ハチ Rhogogaster属の一種 1 1 1 1

374 ハチ コマユバチ科の一種 120 106 13 1 2 4 43 3 52 3 1 47 3 54 13 13 1 1

375 ハチ ヒメバチ科の一種 163 149 13 1 21 10 31 2 1 109 6 118 1 11 12 1 1 1 1

376 ハチ シリボソクロバチ科の一種 9 9 9 9

377 ハチ ハエヤドリクロバチ科の一種 6 2 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

378 ハチ タマゴクロバチ科の一種 78 64 2 12 14 11 8 33 4 10 17 31 1 1 2 6 4 10 2 2

379 ハチ Inostemma属の一種 1 1 1 1

380 ハチ ヒゲナガクロバチ科の一種 8 7 1 1 1 2 2 1 2 5 1 1

381 ハチ オオモンクロバチ科の一種 1 1 1 1

382 ハチ アシブトコバチ科の一種 3 2 1 1 1 2 1 1

383 ハチ シリアゲコバチ 1 1 1 1

384 ハチ ナガコバチ科の一種 10 6 4 1 1 1 3 2 1 3 1 3 4

385 ハチ Anagyrus属の一種 1 1 1 1

- ハチ トビコバチ科の一種 93 64 22 7 3 7 2 12 7 34 11 52 3 3 13 6 19 4 3 7

386 ハチ ツヤコバチ科の一種 24 21 1 2 3 4 7 4 9 1 14 1 1 2 2

387 ハチ ヒメコバチ科の一種 10 8 2 3 3 3 1 1 5 2 2

388 ハチ カタビロコバチ科の一種 51 47 3 1 1 13 10 24 6 1 3 13 23 1 1 1 1 2 1 1

389 ハチ コガネコバチ科の一種 4 3 1 3 3 1 1

390 ハチ オナガコバチ科の一種 18 17 1 5 5 2 10 12 1 1

391 ハチ ムカシホソハネコバチ科の一種 3 3 3 3

392 ハチ ホソハネコバチ科の一種 20 18 1 1 10 10 2 1 5 8 1 1 1 1

393 ハチ ツヤヤドリタマバチ科の一種 2 2 2 2

394 ハチ ツヤムカシアリガタバチ 3 3 3 3

395 ハチ アタミアリガタバチ 27 27 25 25 2 2

- ハチ アリガタバチ科の一種 234 223 11 141 141 82 82 11 11

396 ハチ セイボウ科の一種 1 1 1 1

397 ハチ ヤマトアシナガアリ 1 1 1 1

398 ハチ イトウオオアリ 4 4 2 2 2 2

399 ハチ ウメマツオオアリ 3 3 3 3

400 ハチ クロヤマアリ 3 3 3 3

401 ハチ トビイロケアリ 6 6 6 6

402 ハチ クロヒメアリ 66 64 2 1 10 48 59 3 2 5 2 2

403 ハチ ヒメアリ 15 7 1 7 5 5 2 2 1 1 2 4 6 1 1

404 ハチ ルリアリ 49 49 24 5 29 20 20

405 ハチ サクラアリ 13 13 3 3 10 10

406 ハチ アズマオオズアリ 1 1 1 1

407 ハチ オオズアリ 1 1 1 1

408 ハチ ムネボソアリ 5 5 5 5

409 ハチ トビイロシワアリ 406 338 2 66 1 13 235 249 1 19 69 89 2 2 2 33 35 2 29 31

- ハチ アリ科の一種 57 41 6 10 1 1 1 3 38 38 1 2 1 4 2 2 10 10

410 ハチ キボシトックリバチ 1 1 1 1

411 ハチ ミカドドロバチ本土亜種 1 1 1 1

412 ハチ セグロアシナガバチ 2 2 1 1 1 1

413 ハチ キアシナガバチ 2 2 2 2

414 ハチ アカゴシベッコウ 8 5 1 2 2 2 4 1 1 1 1 2 2

- ハチ Anoplius属の一種 7 5 2 2 3 5 2 2

415 ハチ キオビベッコウ 1 1 1 1

- ハチ ベッコウバチ科の一種 13 10 3 1 9 10 3 3

416 ハチ Tiphia属の一種 2 1 1 1 1 1 1

- ハチ コツチバチ科の一種 1 1 1 1

417 ハチ ヒメハラナガツチバチ 4 4 3 1 4

418 ハチ コモンツチバチ 4 3 1 2 2 1 1 1 1

419 ハチ オオモンツチバチ 33 32 1 5 13 3 21 1 8 2 11 1 1

420 ハチ Crossocerus属の一種 1 1 1 1
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表 8-2-1-2(9) 確認昆虫リスト 

河口干潟 住吉中州 住吉岸部

9月 10月 9月 10月 9 10

F L N P F L N P F L P F L P F L P F L P

421 ハチ Ectemnius属の一種 2 2 1 1 1 1

422 ハチ キアシハナダカバチモドキ 1 1 1 1

423 ハチ Psen属の一種 2 2 2 2

424 ハチ Psenulus属の一種 21 12 9 7 2 9 2 1 3 2 2 7 7

425 ハチ Bembecinus属の一種 21 21 9 8 17 4 4

426 ハチ Isodontia属の一種 1 1 1 1

427 ハチ ヒメコオロギバチ本土亜種 3 3 3 3

428 ハチ Pemphredon属の一種 82 53 16 13 39 3 42 2 9 11 15 15 1 1 8 8 5 5

- ハチ アナバチ科の一種 12 5 7 5 5 4 1 5 2 2

429 ハチ Andrena属の一種 5 4 1 2 1 3 1 1 1 1

430 ハチ ニホンミツバチ 3 3 3 3

431 ハチ セイヨウミツバチ 4 4 4 4

432 ハチ Eucera属の一種 2 2 2 2

433 ハチ Hylaeus属の一種 109 33 31 45 2 25 27 1 3 2 6 31 31 41 41 4 4

434 ハチ アカガネコハナバチ 1 1 1 1

- ハチ Halictus属の一種 7 6 1 1 2 3 6 1 1

435 ハチ Lasioglossum属の一種 88 86 2 38 23 22 83 2 1 3 2 2

8612 6619 933 1060 228 690 1630 1090 3638 95 285 2036 565 2981 64 289 220 573 65 247 48 360 49 240 214 503 67 393 97 557
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8-2-2  調査月別確認概況 

表 8-2-2-1 および図 8-2-2-1 に、調査月別確認種数を示す。 

現地調査の結果、15 目 172 科 433 種の昆虫類が確認された。確認された昆虫類の中で最も比率が高

かったのはチョウ目の 101 種（21.2％）であり、次いでカメムシ目の 97 種（20.3％）、コウチュウ目

の 78 種（16.4％）であった。 

調査月別に見ると、9月がより多く 330 種、10 月は 258 種であった。 

 

表 8-2-2-1 調査月別確認種数 

種数 
No. 目 名 科数 

9 月 10 月 合計 割合(%) 

1 カゲロウ 1  1 1 0.2 

2 トンボ 1 1  1 0.2 

3 ゴキブリ 1 1 1 1 0.2 

4 カマキリ 1 1 1 1 0.2 

5 ハサミムシ 2 3 2 3 0.6 

6 バッタ 9 26 17 27 5.7 

7 チャタテムシ 1 1 1 1 0.2 

8 カメムシ 26 72 63 97 20.3 

9 アザミウマ 2 2 2 2 0.4 

10 アミメカゲロウ 2 4 2 5 1.0 

11 トビケラ 3 1 2 3 0.6 

12 チョウ 27 70 53 101 21.2 

13 ハエ 34 37 34 47 9.9 

14 コウチュウ 25 64 29 78 16.4 

15 ハチ 37 47 50 65 13.6 

  合計種数 172 330 258 433 100.0 
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図 8-2-2-1 調査月別確認種数 
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8-2-3  調査地区別確認概況 

表 8-2-3-1 および図 8-2-3-1 に、調査地区別確認種数を示す。 

調査地区別にみると、河口干潟 374 種、住吉干潟（中州）135 種、住吉干潟（右岸）157 種であっ

た。河口干潟は、面積が大きく植生が最も多様な地区であり、調査項目および地点数も多いため、他

の地区と比較すると確認種数が突出して多い結果となった。 

また、調査地区ごとの確認状況の詳細は、次頁以降に示す。 

表 8-2-3-1 調査地区別確認種数 

河口干潟 住吉干潟（中州） 住吉干潟（右岸） 
No. 目 名 

N P F L 合計 P F L 合計 P F L 合計
総計

1 カゲロウ                 1 1 1 

2 トンボ 1      1            1 

3 ゴキブリ 1     1 1            1 

4 カマキリ 1      1            1 

5 ハサミムシ 1 3   1 3   2 2        3 

6 バッタ 18 4 3 18 25 5 1 5 8   1 7 7 27 

7 
チャタテム

シ 
1      1   1 1        1 

8 カメムシ 70 26 13 30 86 3 5 17 19 8 11 34 40 97 

9 アザミウマ 2 2 1  2   1 1 1     1 2 

10 
アミメカゲ

ロウ 
5     1 5   2 2     1 1 5 

11 トビケラ       2 2         2 2 3 

12 チョウ 28 4 5 61 79 1 1 41 41     29 29 101

13 ハエ 37 25 16 22 44 10 11 18 20 13 14 22 25 47 

14 コウチュウ 31 13 9 38 62 2 3 16 18 2 4 22 28 78 

15 ハチ 53 35 18 4 62 12 14 7 23 13 15 4 23 65 

  合計種数 249  112  65  178 374 33 35 110 135 37  45  122  157 433

注）表中のアルファベットは、以下の調査方法を示す。 
N：任意採集、P：イエローパントラップ 
F：フライト・インターセプトトラップ、L：ライトトラップ 
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図 8-2-3-1 調査地区別確認種数 
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1) 河口干潟 
河口干潟は、他の調査地区と比較するとその面積が広く、満潮時に冠水する水際部には広大なヨ

シ群落が形成されている。やや標高の高い砂丘部には海浜に代表的なコウボウムギ、コウボウシバ、

ケカモノハシの各群落のほか、ハマヒルガオ群落やハマエンドウ群落などが形成されている。また、

昨年にはあまりみられなかったオカヒジキの群落が干潟北側の砂地を中心に点在していたほか、砂

丘部の草地帯ではナルトサワギク群落が繁茂しており、群落面積を拡大しつつあると考えられる。 

本地区は調査範囲のうち最も多くの調査方法で調査した地区であり、12 群落を対象とした任意採

集、イエローパントラップを 9地点、フライト・インターセプトトラップを 2地点、ライトトラッ

プを 2地点実施した。 

調査の結果、任意採集 249 種、イエローパントラップ 112 種、フライト・インターセプトトラッ

プ 65 種、ライトトラップ 178 種の合計 374 種が確認された。合計種数を目別に見ると、カメムシ

目が 86 種と最も多く、次いでチョウ目 79 種、コウチュウ目とハチ目がそれぞれ 62 種であった。 

また、採集法別にみると、全般的に任意採集法で多くの種が確認されており、特に群落依存性の

強いカメムシ目および訪花性の強いハチ目が本手法で多く確認された。ライトトラップでは走光性

を持つ種が多く含まれるチョウ目やコウチュウ目の確認が顕著であったほか、コオロギ科などのバ

ッタ目も比較的多く確認された。イエローパントラップおよびフライト・インターセプトトラップ

では、ハチ目が最も多く確認された。 

なお、貴重種は、ハマゴウ群落にてキアシハナダカバチモドキ(環境省レッドリスト準絶滅危惧

種)が、コウボウムギ群落およびヨシ群落にてハマベツチカメムシ（環境省レッドリスト準絶滅危

惧種）が確認された。 
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2) 住吉干潟（中州） 

住吉干潟（中州）は吉野川大橋直下流に形成された比較的小さな中洲である。ほぼ全域がヨシ群

落に覆われており、大潮の満潮時には標高が高いごく一部を残して大半が浸水する。 

本地区ではイエローパントラップを 1地点、フライト・インターセプトトラップを 1地点、ライ

トトラップを 1地点実施した。 

調査の結果、イエローパントラップ 33 種、フライト・インターセプトトラップ 35 種、ライトト

ラップ 110 種の合計 135 種が確認された。合計種数を目別に見ると、チョウ目が 41 種と最も多く、

次いでハチ目 23 種、ハエ目 20 種であった。また、採集法別にみると、ライトトラップでは、群落

依存性の高いチョウ目が最も多く確認された。イエローパントラップではハチ目が、フライト・イ

ンターセプトトラップでは、ハエ目が最も多く確認された。 

 

3) 住吉干潟（右岸） 
住吉干潟（右岸）は、土手沿いにヨシ帯および低茎草本群落が形成されており、一部には砂浜も

形成されている。満潮時にはヨシ群落は浸水するものの、低茎草本群落は出水時を除き浸水するこ

とはない。 

本地区は住吉干潟（中州）と同様、イエローパントラップを 1地点、フライト・インターセプト

トラップを 1地点、ライトトラップを 1地点で実施した。 

調査の結果、イエローパントラップ 37 種、フライト・インターセプトトラップ 45 種、ライトト

ラップ 122 種の合計 157 種が確認された。合計種数を目別に見ると、カメムシ目が 40 種と最も多

く、次いでチョウ目 29 種、コウチュウ目 28 種であった。また、方法別にみると、イエローパント

ラップではハエ目およびハチ目が最も多く、フライト・インターセプトトラップではハチ目が最も

多く確認された。ライトトラップではカメムシ目が最も多く、次いでチョウ目が多く確認された。 

住吉干潟（中州）と比較すると、チョウ目の種数が少ないものの、その他の分類群の種数がそれ

ぞれ微増しており、総確認種数では上回った。これは水際部から陸上部の植生が連続的に形成され

ているため、中州よりも多様な生息場所が形成されていることによると考えられる。 
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8-2-4  群落別確認状況 

8-2-4-1  全体確認状況 

最も確認種数が多かった群落は、ヨシ群落（イネ科）の 302 種、次いでコウボウムギ群落（カヤツ

リグサ科）110 種、コウボウシバ群落（カヤツリグサ科）101 種であった。 

表 8-2-4-1 および図 8-2-4-1 に群落別確認種数を示す。 

 

表 8-2-4-1 群落別確認種数 

ｲﾈ科 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｷｸ科 

ﾖ ｼ ｹｶﾓﾉﾊｼ ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ ｳﾗｷﾞｸ ﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸNo. 目 名 

N P F L 合計 N P 合計 N P 合計 N P 合計 N N 

1 カゲロウ    1 1            

2 トンボ                 

3 ゴキブリ 1    1 1  1         

4 カマキリ      1  1       1  

5 ハサミムシ    2 2  1 1  2 2 1  1   

6 バッタ 9 6 4 14 21 6  6 8 2 8 9 1 9 5 4 

7 チャタテムシ 1   1 1 1  1 1  1 1  1 1 1 

8 カメムシ 16 15 17 45 60 17 10 22 22 18 32 22 9 26 10 11 

9 アザミウマ 2 1 1 1 2 1  1 1 2 2  1 1 2  

10 アミメカゲロウ 3   3 4 1  1 1  1 1  1   

11 トビケラ    3 3            

12 チョウ 4 3 5 69 72 4 1 4 3 1 4 4 1 5 3 2 

1 ハエ 23 22 19 28 36 10 12 17 12 19 21 19 13 23 13 9 

13 コウチュウ 16 6 9 40 56 15 2 15 4 5 8 13 5 15 3 3 

14 ハチ 24 27 26 8 43 11 14 17 11 19 22 21 14 28 12 5 

  合計種数 99 80 81 215 302 68 40 87 63 68 101 91 44 110 50 35 

 

ｷｸ科 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ﾋﾙｶﾞｵ科 ﾏﾒ科 ｱｶｻﾞ科 その他 

ｾｲﾀｶ 

ｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 
ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ ﾊﾏｺﾞｳ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ ｵｶﾋｼﾞｷ 乾性草地 No. 目 名 

N N P 合計 N N P 合計 N N F L 合計

1 カゲロウ              

2 トンボ          1    

3 ゴキブリ            1 1 

4 カマキリ          1    

5 ハサミムシ   1 1          

6 バッタ 5 4 2 5 5 7 1 7 9 3 1 15 16 

7 チャタテムシ 1             

8 カメムシ 20 12 7 16 12 23 10 27 12 15 8 25 27 

9 アザミウマ 1 1  1     1     

10 アミメカゲロウ 2         1    

11 トビケラ            1 1 

12 チョウ 4 5  5 11 1  1 4 1 3 43 43 

13 ハエ 16 15 10 20 6 11 12 19 18 8 12 17 21 

14 コウチュウ 5 3 4 6 4 2 4 4 2 4 6 28 31 

15 ハチ 17 14 10 21 11 10 12 19 10 8 14 3 14 

  合計種数 71 54 34 75 49 54 39 77 56 42 44 133 154

注）表中のアルファベットは、以下の調査方法を示す。 
N：任意採集、P：イエローパントラップ 
F：フライト・インターセプトトラップ、L：ライトトラップ 
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図 8-2-4-1 群落別確認種数 
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8-2-4-2  群落別依存種確認状況 

各群落において種が特定された昆虫類について、その生態から各群落に依存・利用している種を抽

出した。その結果、依存種数が多かったのはヨシ群落の 46 種であり、次いで、コウボウシバ群落の

21 種、コウボウムギ群落の 20 種、ケカモノハシ群落の 19 種であった。依存種の割合を見ると、ヨシ

群落は 21.3%とやや低いものの、コウボウムギ群落 31.3%、コウボウシバ群落 38.2%、ケカモノハシ群

落 38.8%とおよそ 3割が依存種であった。 

また、利用種の割合が高かったのは、セイタカアワダチソウ群落の 54.5%、ナルトサワギク群落の

57.9%、ウラギク群落の 61.9%、など花に訪花性昆虫類が多く集まっていた群落であった。 

表 8-2-4-3 および図 8-2-4-2 に群落別依存種数を示す。また、各群落の依存傾向については、次

頁以降に示す。 

なお、昆虫類の群落依存状況の区分およびその考え方は、表 8-2-4-2 の通りである。 

 

表 8-2-4-2 群落依存状況の区分およびその考え方 

 

【昆虫類の群落依存状況の 3区分】 

1．特定の植物群に依存する。 

2．特定の群落に発生する昆虫類を専門的に摂食する。  依存  

 対象群落を構成する主要な植物を発生環境および主な生息環境としていると推察される種。 

1．特定の植物群に対する依存性はなく、様々な植物を摂食や吸蜜などに利用する。 

2．群落を利用する昆虫類を捕食・利用する。  利用  

多種の植物を摂食などに利用し、特に利用植物を限定していないと考えられる種。 

1．依存度なし、または不明。 

他 対象群落を構成する主要な植物との依存・利用関係が薄いと推察される、もしくは相互関係が明

らかではない種。 

依存状況の考え方について      

基本的に、文献等に記載されていた昆虫類の食草・食樹および依存植物の属する科と調査群落の属する科が

一致すれば、「依存」とした。 ただし、以下の分類群については、それぞれ個別に対応した。 

・ 特定の植物を選択的に摂食する種（チョウ目、コウチュウ目ハムシ科・タマムシ科・ゾウムシ科のう

ち、依存植物が単一樹種のみしか知見が無い種）については、文献に記載されている植物種に合致す

る場合のみ、「依存」とした。      

・ 吸汁性の種（カメムシ目）については、イネ科とカヤツリグサ科の双方に依存している種が多いこと

から、既往知見にてどちらかの科に属する植物種に依存性を持つ場合、両科に「依存」とした。 

・ ヒメテントウ類は、イネ科（特にヨシ）やカヤツリグサ科の群落に特徴的に出現し、この群落に依存

するカイガラムシやアブラムシを摂食していると考えられるため、イネ科およびカヤツリグサ科に

「依存」とした。 

・ 吸蜜性の種（ハチ目、チョウ目など）については、花の咲いていた群落で確認された種について「利

用」とした。   
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表 8-2-4-3 群落別依存種数 

イネ科 カヤツリグサ科 キク科 

ヨシ ケカモノハシ コウボウシバ コウボウムギ ウラギク ホウキギク 目 名 

依存 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他

トンボ               

ゴキブリ  1             

カマキリ     1      1    

ハサミムシ   2   1   2   1      

バッタ  21   6  8  9  4   2 

カメムシ 29 3 21 16 2 20 1 6 17 1 3 2 1 4 4  5

アミメカゲロウ  3   1  1        

トビケラ   2            

チョウ 11  50   3   1 1  3      1

ハエ  1 7   1   2   3  2 1   

コウチュウ 6 16 27 3 6 3 1 2 4 2 4 9  2 1  1 1

ハチ  11 5  3 3  4 3  7 4  3   3 

合計種数 46 56 114 19 19 11 21 16 18 20 21 23 2 13 6 4 6 7

 

キク科 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ヒルガオ科 マメ科 アカザ科 

セイタカアワダチソウ ナルトサワギク ハマゴウ ハマヒルガオ ハマエンドウ オカヒジキ 目 名 

依存 利用 他 依存 利用 他 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他 依存 利用 他

トンボ              1

ゴキブリ              

カマキリ             1 

ハサミムシ      1         

バッタ  5   5 5  7  8   2 

カメムシ 3 2 13 4  5 1 10 1  20 1  8  3 10

アミメカゲロウ  2           1 

トビケラ              

チョウ  2   2 2 1 7 1  1  2 1  

ハエ  1 2  2     4 3   

コウチュウ  3 2  3 2 1 2  1 2   1  1 3

ハチ  9   10 2 4  5  5   1 2

合計種数 3 24 17 4 22 12 12 19 2 13 22 2 17 14 1 9 16
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図 8-2-4-2 群落別依存種数 
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1) ヨシ（イネ科） 
ヨシ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 216 種のうち、依存種 46 種

（21.3%）および利用種 56 種(25.9%)と、群落に何らかの関わりを持つ種が、およそ半数であった。 

ヨシ群落に依存する種はカメムシ目 29 種、チョウ目 11 種と植食性の種が大半であったが、イネ

科植物群落で発生するアブラムシやカイガラムシを選択的に利用していると考えられるコウチュ

ウ目ヒメテントウ科も 6種が確認された。特に個体数が多かったのは、ツマグロヨコバイなど植物

体の茎葉から汁を吸うヨコバイ科、ヨシツトガやタテシマノメイガなど幼虫が葉を食べるチョウ目

であった。 

利用種は、バッタ目やコウチュウ目コガネムシ科など、多様な植物を摂食するグループの種が多

かった。また、コウチュウ目の中でも植物種子を摂食するゴモクムシ類が数種確認されている。 

表 8-2-4-4 および図 8-2-4-3 にヨシ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

表 8-2-4-4 ヨシ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ   21   

カメムシ 29 3 21 

チョウ 11   50 

ハエ   1 7 

コウチュウ 6 16 27 

ハチ   11 5 

その他  4 4 

合計 46 56 114 

比率(%) 21.3 25.9 52.8 
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図 8-2-4-3 ヨシ群落における確認種の依存状況 
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2) ケカモノハシ（イネ科） 
ケカモノハシ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 49 種のうち、依存

種 19 種（38.8%）および利用種 19 種(38.8%)と、群落に何らかの関わりを持つ種が多かった。 

依存種のほとんどは、イネ科植物に寄生するフタテンカメムシやホソハリカメムシといったカメ

ムシ目であった。イネ科植物群落で発生するアブラムシやカイガラムシを選択的に利用していると

考えられるコウチュウ目ヒメテントウ科も 3種が確認された。利用種は、多様な植物を摂食するバ

ッタ目などが多かった。 

表 8-2-4-5 および図 8-2-4-4 にケカモノハシ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-5 ケカモノハシ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  6  

カメムシ 16 2  

チョウ   3 

ハエ   1 

コウチュウ 3 6 3 

ハチ  3 3 

その他  2 1 

合計 19 19 11 

比率(%) 38.8 38.8 22.4 
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図 8-2-4-4 ケカモノハシ群落における確認種の依存状況 
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3) コウボウシバ（カヤツリグサ科） 
コウボウシバ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 55 種のうち、依存

種 21 種（38.2%）および利用種 16 種(29.1%)と、群落に何らかの関わりを持つ種が、およそ 6割で

あった。 

依存種のほとんどは、イネ科植物に寄生するタマガワナガウンカやトバヨコバイなどのウンカ科、

マダラヨコバイやクロミャクイチモンジヨコバイなどのヨコバイ科が属するカメムシ目であった。

利用種は、多様な植物を摂食するバッタ目およびアリ科などが数種確認された。 

表 8-2-4-6 および図 8-2-4-5 にコウボウシバ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-6 コウボウシバ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  8  

カメムシ 20 1 6 

チョウ   1 

ハエ   2 

コウチュウ 1 2 4 

ハチ  4 3 

その他  1 2 

合計 21 16 18 

比率(%) 38.2 29.1 32.7 
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図 8-2-4-5 コウボウシバ群落における確認種の依存状況 
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4) コウボウムギ（カヤツリグサ科） 
コウボウムギ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 64 種のうち、依存

種 20 種（31.3%）および利用種 21 種(32.8%)と、群落に何らかの関わりを持つ種が、およそ 6割で

あった。 

依存種は、カメムシ目に属するヨコバイ科およびウンカ科が多く、トバヨコバイやハコネホソウ

ンカなどコウボウシバ群落の依存種と共通する種が多かった。利用種は、バッタ目が 9種確認され

たほか、群落内のクモを狩るアカゴシベッコウ（ハチ目）などが確認された。 

表 8-2-4-7 および図 8-2-4-6 にコウボウムギ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-7 コウボウムギ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  9  

カメムシ 17 1 3 

チョウ 1  3 

ハエ   3 

コウチュウ 2 4 9 

ハチ  7 4 

その他   1 

合計 20 21 23 

比率(%) 31.3 32.8 35.9 

 

0

5

10

15

20

25

依存 利用 その他

依存状況

種
数

その他

ハチ

コウチュウ

ハエ

チョウ

カメムシ

バッタ

 

図 8-2-4-6 コウボウムギ群落における確認種の依存状況 
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5) ウラギク（キク科） 
ウラギク群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 21 種のうち、依存種 2

種（9.5%）および利用種 13 種(61.9%)と、利用種の占める割合がおよそ半数であった。 

依存種は、キク科植物に依存するウスモンミドリカスミカメおよびヒメナガカメムシのカメムシ

目 2種が確認された。両種ともに個体数は非常に多かった。利用種は、花に集まる昆虫類がほとん

どであり、オオハナアブやツマグロキンバエなどのハエ目、オオモンツチバチなどのハチ目が確認

された。 

表 8-2-4-8 および図 8-2-4-7 にウラギク群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-8 ウラギク群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  4  

カメムシ 2 1 4 

チョウ    

ハエ  2 1 

コウチュウ  2 1 

ハチ  3  

その他  1 0 

合計 2 13 6 

比率(%) 9.5 61.9 28.6 
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図 8-2-4-7 ウラギク群落における確認種の依存状況 
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6) ホウキギク（キク科） 
ホウキギク群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 17 種のうち、依存種 4

種（23.5%）および利用種 6種(35.3%)と、群落に何らかの関わりを持つ種が、半数であった。 

依存種は、ウラギク群落と同様にキク科植物に依存するウスモンミドリカスミカメおよびヒメナ

ガカメムシの 2種が多かったが、アカヒメヘリカメムシなど個体数は少ないものの他のカメムシ目

も確認された。利用種は、バッタ目のほか、アリ科やコモンツチバチなどのハチ目がそれぞれ数種

確認された。 

表 8-2-4-9 および図 8-2-4-8 にホウキギク群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-9 ホウキギク群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  2  

カメムシ 4  5 

チョウ   1 

ハエ    

コウチュウ  1 1 

ハチ  3  

その他    

合計 4 6 7 

比率(%) 23.5 35.3 41.2 
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図 8-2-4-8 ホウキギク群落における確認種の依存状況 
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7) セイタカアワダチソウ（キク科） 
セイタカアワダチソウ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 44 種のう

ち、依存種 3種（6.8%）および利用種 24 種(54.5%)と、利用種の確認が半数を上回った。 

依存種は、キク科植物に依存するコミドリチビトビカスミカメやウスモンミドリカスミカメなど

のカメムシ目のみであった。利用種は、多様な分類群の昆虫類が確認されており、オオモンツチバ

チなどのハチ目、ツマグロキンバエなどのハエ目およびモンシロチョウなどのチョウ目といった訪

花性昆虫類が多数集まっていた。 

表 8-2-4-10 および図 8-2-4-9 にセイタカアワダチソウ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-10 セイタカアワダチソウ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  5  

カメムシ 3 2 13 

チョウ  2  

ハエ  1 2 

コウチュウ  3 2 

ハチ  9  

その他  2  

合計 3 24 17 

比率(%) 6.8 54.5 38.6 
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図 8-2-4-9 セイタカアワダチソウ群落における確認種の依存状況 
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8) ナルトサワギク（キク科） 
ナルトサワギク群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 39 種のうち、依

存種 4種（10.3%）および利用種 22 種(56.4%)と、利用種の割合が半数を超えた。 

依存種は、他のキク科植物同様、キク科植物に依存するコミドリチビトビカスミカメやウスモン

ミドリカスミカメなどのカメムシ目のみであった。利用種は特にハチ目の種数が多く、オオモンツ

チバチやヒメハラナガツチバチといったツチバチ科、セイヨウミツバチなどが多数集まっていた。 

表 8-2-4-11 および図 8-2-4-10 にナルトサワギク群落における確認種の依存状況を示す。 

 

表 8-2-4-11 ナルトサワギク群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  5  

カメムシ 4  5 

チョウ  2 2 

ハエ  2  

コウチュウ  3 2 

ハチ  10 2 

その他   １ 

合計 4 22 12 

比率(%) 10.3 56.4 33.3 
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図 8-2-4-10 ナルトサワギク群落における確認種の依存状況 
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9) ハマゴウ（クマツヅラ科） 
ハマゴウ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 31 種のうち、依存種は

おらず、利用種が 12 種(38.7%)と、群落を利用する種がおよそ 4割であった。 

依存種は全く確認されなかったものの、花には多くの訪花性昆虫類が集まっており、チョウ目で

はチャバネセセリ 1種だけであったものの、ハチ目はセグロアシナガバチやキアシナガバチなどが

4種確認された。 

表 8-2-4-12 および図 8-2-4-11 にハマゴウ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-12 ハマゴウ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ   5   

カメムシ   1 10 

チョウ   1 7 

ハエ       

コウチュウ   1 2 

ハチ   4   

その他     

合計 0 12 19 

比率(%) 0.0  38.7 61.3 
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図 8-2-4-11 ハマゴウ群落における確認種の依存状況 
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10) ハマヒルガオ（ヒルガオ科） 
ハマヒルガオ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 37 種のうち、依存

種 2種（5.4%）および利用種 13 種(35.1%)と、群落に何らかの関わりを持つ種はおよそ 3割であっ

た。 

依存種は、幼虫が葉の中に潜って成長するヒルガオハモグリガ（チョウ目）およびヒルガオ科に

も寄生するイネヒラタヨコバイの 2種が確認された。利用種は、ハチ目アリ科ほか、植物につくア

ブラムシやカイガラムシを捕食するダンダラテントウ（コウチュウ目）も確認された。 

表 8-2-4-13 および図 8-2-4-12 にハマヒルガオ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-13 ハマヒルガオ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  7  

カメムシ 1  20 

チョウ 1   

ハエ    

コウチュウ  1 2 

ハチ  5  

その他    

合計 2 13 22 

比率(%) 5.4 35.1 59.5 
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図 8-2-4-12 ハマヒルガオ群落における確認種の依存状況 
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11) ハマエンドウ（マメ科） 
ハマエンドウ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 33 種のうち、依存

種 2 種（6.1%）および利用種 17 種(51.5%)と、群落を利用する種の割合が、およそ半数であった。 

依存種は、マメ科植物にも寄生するマダラヨコバイ（カメムシ目）と幼虫がマメ科植物の葉を摂

食して成長するウラナミシジミ（チョウ目）の 2種のみであった。一方、利用種はクルマバッタモ

ドキなどのバッタ目が 8種確認された。また、花にはナミハナアブなどのハエ目、オオモンツチバ

チなどハチ目に代表される訪花性の種が確認されたが、個体数は少なかった。 

表 8-2-4-14 および図 8-2-4-13 にハマエンドウ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

表 8-2-4-14 ハマエンドウ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  8  

カメムシ 1  8 

チョウ 1  2 

ハエ  4 3 

コウチュウ   1 

ハチ  5  

その他 0 0 0 

合計 2 17 14 

比率(%) 6.1 51.5 42.4 
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図 8-2-4-13 ハマエンドウ群落における確認種の依存状況 
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12) オカヒジキ（アカザ科） 
オカヒジキ群落における依存状況を確認した結果、種が特定された昆虫類 26 種のうち、依存種 1

種（3.8%）および利用種 9種(34.6%)と、群落に何らかの関わりを持つ種はおよそ 35%にとどまった。 

依存種は、幼虫がアカザ科の植物で成長するシロオビノメイガ 1種のみであったが、個体数密度

は高かった。 

利用種は、植物体で発生する微小な昆虫類を捕食するニッポンクサカゲロウ（アミメカゲロウ目）

やナミヒメハナカメムシ（カメムシ目）など数種が確認された。 

表 8-2-4-15 および図 8-2-4-14 にオカヒジキ群落における確認種の依存状況を示す。 

 

 

表 8-2-4-15 オカヒジキ群落における確認種の依存状況 

依存状況 
目名 

依存 利用 その他

バッタ  2  

カメムシ  3 10 

チョウ 1   

ハエ    

コウチュウ  1 3 

ハチ  1 2 

その他  2 1 

合計 1 9 16 

比率(%) 3.8 34.6 61.5 
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図 8-2-4-14 オカヒジキ群落における確認種の依存状況 
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8-2-5  貴重種 

現地調査で確認された貴重種は、ルイスハンミョウとキアシハナダカバチモドキ、ハマベツチカメ

ムシの 3種であった。 

表 8-2-5-1 に貴重種目録を、表 8-2-5-2 に各種の一般生態および確認状況を示す。ルイスハンミ

ョウについては、後章 8-3（3-8-45 ﾍﾟｰｼﾞ）で詳述するため、ここでの記載は省いた。 

 

表 8-2-5-1 貴重種目録 

貴重種選定基準 確認月 

No. 目名 科名 種名 環境省 

RL 

徳島県 

RDB 
9 月 10 月

1 カメムシ ツチカメムシ ハマベツチカメムシ NT   2 2 

2 ハチ ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ NT   1  

  2 目 2 科 種数合計 2 0  2 1 

注：貴重種の選定基準は、以下の通りである。 
環境省 RL：環境省（2007）「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリ

ストの見直しについて」 
NT：準絶滅危惧種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては絶滅危惧に移行

する可能性のある種。 
徳島県 RDB：徳島県(2001)「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－徳島県版レッドデータブック」 

 

表 8-2-5-2 貴重種の一般生態と確認状況 

種名 一般生態および確認状況 写真 

ハマベツチカメムシ 
 
(環境省レッドリスト 

準絶滅危惧種) 
 
 

 
 
 
 

 

【一般生態】 
海浜性のツチカメムシで、砂丘

に生育する海浜植物の根際などに
潜って生活する。 

海岸の開発等によって、生息環
境が減少しているとされる。 
【調査地での確認状況】 

9 月のヨシ群落におけるイエロ
ーパントラップで 2個体、10 月の
コウボウムギ群落における任意採
集で 2個体が確認された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キアシハナダカバチモドキ 
 
（環境省レッドリスト 

準絶滅危惧種） 
 
 
 

【一般生態】 
河岸や海岸など日当たりがよく

固い砂の裸地に穴を掘って営巣す
る。成虫は大型のバッタ類を狩り、
巣穴に持ち込んで産卵する。海浜
のコンクリート化などによって生
息環境が悪化しているとされる。
【調査地での確認状況】 

9 月の任意採集調査によって、
ハマゴウ群落の花に飛来した 1 個
体を確認した。なお、本個体は確
認後、放逐した。 
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8-2-6  考察 

8-2-6-1  確認種数の経年比較 

平成 15 年度から平成 20 年度までの確認種数は、16 目 237 科 1,008 種に達した。今年度は昨年度よ

りも確認種数が減少したが、調査回数が少なかったことによる影響が大きいと考えられる。 

表 8-2-6-1 および図 8-2-6-1 に経年確認種数を示す。 

 

表 8-2-6-1 経年確認種数 

調査年度 

No. 目 名 
H15 H16 H17 H18 H19 H20 

合計 

1 トンボ 1 4 3 2 1 1 6 

2 カゲロウ      1 1 

3 ゴキブリ 2 2 2 2 2 1 3 

4 カマキリ     2 1 2 

5 シロアリ 1    1  1 

6 ハサミムシ 2 4 4 2 4 3 5 

7 バッタ 14 25 23 26 28 27 43 

8 チャタテムシ    4 1 1 4 

9 カメムシ 4 57 49 98 78 97 169 

10 アザミウマ    3 1 2 3 

11 アミメカゲロウ  3 3 3 2 5 8 

12 トビケラ  1 1 2 1 3 3 

13 チョウ 11 95 89 105 63 101 213 

14 ハエ 11 63 52 42 77 47 123 

15 コウチュウ 5 176 129 150 165 78 325 

16 ハチ 8 28 22 62 50 65 99 

合計 16 目 237 科 1,008 種 59 種 458 種 377 種 501 種 476 種 433 種 1,008 種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-2-6-1 経年確認種数 

 

注）各年度の調査回数：H15－4回(9,10,11,3 月)、H16－10 回(4～11,2,3 月)、H17－12 回(4～3月)、H18－3回(7,8,10 月) 

H19－3 回(6,8,10 月)、H20－2回(8,10 月) 
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8-2-6-2  貴重種の経年確認状況 

平成 15 年度から平成 20 年度までで確認された貴重種は、3目 4科 5種であった。 

ハマベツチカメムシ、ルイスハンミョウおよびキアシハナダカバチモドキは、いずれも海浜の砂

地を代表的な生息地とする種である。また、ウミホソチビゴミムシは河口付近の潮間帯の礫下に生

息する種であり、河口干潟に特徴的に見られる。オオアオミズギワゴミムシは、主に河川の水際部

に生息する種であり、県内では河川の汚染などにより個体数が減少しているとされている。 

吉野川河口に広がる干潟地帯は、これらの昆虫類にとっても重要な生息環境になっているものと

考えられる。 

表 8-2-6-2 に貴重種の経年確認状況を示す。 

 

 

表 8-2-6-2 貴重種の経年確認状況 

貴重種選定基準 調査年度 

目名 科名 種名 環境省 

RL 

（2007）

徳島県

RDB 

（2003)

H15 H16 H17 H18 H19 H20

カメムシ ツチカメムシ ハマベツチカメムシ NT           ○

オオアオミズギワゴミムシ   NT ○ ○       オサムシ 

ウミホソチビゴミムシ NT NT ○         

コウチュウ 

ハンミョウ ルイスハンミョウ VU NT ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハチ ドロバチモドキ キアシハナダカバチモドキ NT          ○ ○

3目 4 科 5 種 4 種 3 種 3種 2種 1種 1種 2種 3種

注 1：貴重種の選定基準は、以下の通りである。 
環境省 RL：環境省（2007）「哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリスト
の見直しについて」 

VU：絶滅危惧Ⅱ類種。絶滅の危機が増大している種。 
NT：準絶滅危惧種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては絶滅危惧に

移行する可能性のある種。 
徳島県 RDB：徳島県(2001)「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物－徳島県版レッドデータブック」 

NT：準絶滅危惧種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては絶滅危惧に
移行する可能性のある種。 
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8-2-6-3  群落依存種の経年出現頻度（チョウ目について） 

チョウ目は幼虫が特定の植物種の茎葉を食べて成長するため、昆虫類の中でも植物との関わりが

最も深いグループの一つである。特定の植物の存在がこれらの種の存続基盤を保証していることか

ら、植物群落の盛衰の影響を受けやすいグループでもある。 

ここでは、過去に実施した調査のうち、ライトトラップを実施した平成 16 年度～平成 20 年度の

5 カ年について、依存植物群落ごとの種の出現頻度を比較することによって、調査地における植物

群落の状況を推察することを試みた。 

調査地において代表的な植物群落は、ヨシやケカモノハシが属するイネ科、ウラギクやナルトサ

ワギクが属するキク科、ハマエンドウが属するマメ科、ハマヒルガオが属するヒルガオ科である。

それぞれの科に属する植物種に依存するチョウ目を抽出したところ、イネ科に依存する種は21種、

キク科は 22 種、マメ科 26 種、ヒルガオ科 9種（複数の科にまたがって依存する種を含む）であっ

た。 

それぞれの群落依存種の出現頻度を計算したところ、イネ科およびキク科では 5 カ年のうち 60%

以上（3回以上）出現した種が半数を超えていた。一方で、マメ科およびヒルガオ科は出現頻度 40%

以下（2回以下）の種が半数を上回っていた。 

以上の結果は、イネ科およびキク科に依存する種は毎年多くの個体数が羽化に成功するため、確

認頻度が高くなると考えられ、依存種の生息基盤として安定的であると考えられる。一方、マメ科

およびヒルガオ科に依存する種は確認頻度が概して低く、調査地内での生息基盤がより不安定な傾

向にあることを示唆していると考えられる。 

調査地における植物群落の状況をみると、水際に広がるヨシに代表されるイネ科群落は優占群落

であり、現在のところより安定的な基盤であると推察される。また、キク科の群落は、近年、外来

植物であるナルトサワギクが急速に勢力を拡大している。一方、マメ科のハマエンドウ群落やヒル

ガオ科のハマヒルガオ群落は、群落面積が小さい上、さらに縮小傾向にある。 

今後、マメ科およびヒルガオ科のような不安定な生息基盤をより安定化させることが、昆虫類の

多様性維持に重要であると考えられる。 

表 8-2-6-3 および図 8-2-6-2 に、群落依存種の経年出現頻度を示す。 
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表 8-2-6-3 チョウ目の群落依存種の経年出現頻度 

5 カ年の出現頻度 

依存植物の属する科 20% 

(1 回)

40% 

（2 回）

60% 

(3 回)

80% 

(4 回)

100% 

(5 回) 

合計 

イネ科 3 2 5 6 5 21 

キク科 4 5 7 4 2 22 

マメ科 8 6 8 1 3 26 

ヒルガオ科 4 1 2 0 2 9 

注：複数の科にまたがって依存する種もそれぞれの群落に含め、重複して計数した。 
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図 8-2-6-2 チョウ目の依存群落ごとの経年出現頻度 

注：図中の数字は、割合(%)を示す。 
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8-2-7  まとめ 

本年度の調査結果の概要を、以下に示す。 

表 8-2-7-1 調査結果概要 

調査時期 
平成 20 年 9月 1～3日 

平成 20 年 10 月 20～22 日 

調査方法 

任意採集 ：12 群落 

イエローパントラップ ：11 群落 

フライト・インターセプトトラップ ：4地点 

ライトトラップ ：4地点 

確認種数 
15 目 172 科 433 種 

（9月 330 種、10 月 258 種） 

重要な種 

3 目 3 科 3種 

確認種：ルイスハンミョウ、ハマベツチカメムシ、キアシハナダカバチモドキ 

   （ルイスハンミョウは、環境省 RL の絶滅危惧Ⅱ類、他は準絶滅危惧） 

結果概要 

現地調査の結果、調査地区別にみると、河口干潟 374 種、住吉干潟（中州）135

種、住吉干潟（右岸）157 種であった。 

群落依存種は、ヨシ群落に依存する昆虫類が 49 種と最も多く、次いで、コウボ

ウシバ 21 種、コウボウムギ 20 種、ケカモノハシ 19 種とイネ科およびカヤツリグ

サ科の群落で多かった。 

現地調査で確認された貴重種は、国のレッドリストに絶滅危惧Ⅱ類として記載さ

れているルイスハンミョウと準絶滅危惧種として記載されているハマベツチカメ

ムシ(カメムシ目ツチカメムシ科)、キアシハナダカバチモドキ（ハチ目ドロバチモ

ドキ科）の 3種であった。 

平成 15 年から平成 20 年の間で、16目 237 科 1,008 種の昆虫類が確認された。

平成 15 年度から今年度までに、調査地では 5 種の貴重種が確認された。また、

今年度調査では、ハマベツチカメムシが新たに確認された。 

群落に依存するチョウ目の経年出現頻度をみると、イネ科およびキク科に属する

群落に依存する種の出現傾向は安定的であり、ハマエンドウおよびハマヒルガオに

依存する種はより不安定な出現傾向にあった。 
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8-3  ルイスハンミョウ調査結果 

本種は本州、四国、九州、朝鮮半島、済州島、中国北部に分布

する、河口の砂泥質海岸に生息が局限されるハンミョウ類の一種

であり、河川及び海浜工事などによる環境悪化・生息地の破壊に

よって個体数が減少している。体長 15～18mm。体背面はやや青

緑光沢のある黒色を呈するが変化が多い。体腹面や脚は光沢のあ

る青緑ないし青紫色を呈する。上翅には目立つ白黄色の曲玉模様

があり、この模様で近似のニワハンミョウなどと区別できる。 

徳島県では、徳島市の吉野川河口域から勝浦川河口域まで生息

していたが、多産地であった津田海岸は埋め立てられ、生息地は

消滅した。吉野川河口域の一部である沖ノ洲海岸も、現在の生息

地となっている地域がマリンピア沖洲第二期事業で埋め立てら

れる予定になっている。 

吉野川河口部は、四国で唯一の産地で、全国的に見ても、最も

個体数の多い生息地となっており、極めて貴重な場所であること

を認識する必要がある。 

既存調査より明らかとなった、その生態特性を以下に記す。 

 

平成 18 年 9 月 11 日の成虫調査時に、雌を 11 個体採集し、開

腹術を施した。11 個体中、卵を

持っていたのは､1個体のみであった。卵数は、7個であった。長径2.0mm、

短経 1.0mm ほどの大きさで、淡黄色を呈する。 

 

幼虫は砂中に縦穴を掘り，入り口で獲物を待ち伏せる。獲物に飛び

つく速度は，成虫の俊足を凌ぐ。「斑猫」、「Tiger beetle」の名は幼

虫時代にもふさわしい。また、潮位が坑口に達する前に坑口を閉塞し、

潮位が坑口以下に達した後に開口を行うという、潮間帯への適応行動

を行う。 

主な餌生物は潮間帯に多産するヒメハマトビムシである。その齢期

は 14 齢まであり、興味深い生態として、以下の 2点がある。 

・産卵期が年 2回あり、春と秋であること。 

・冬期を除き、1齢～14 齢(体長 1.5～15.0mm)が常に存在すること。 

春と秋に出現し、繁殖行動を行うルイスハンミョウと見事なまでに

同調する生活史を持つ。また、ルイスハンミョウ幼虫と同様に砂中に

巣坑を形成し、主に昼間はこの巣坑中や漂着物下に潜んでおり、夜間、

活発に潮間帯で採餌するようである。精緻な現地観察・測定は実施さ

れていないが、巣坑は、ルイスハンミョウ幼虫巣坑より、若干高い位

置(D.L.+2.0m 付近)に形成されており、夜間採餌の際には、ルイスハ

ンミョウ幼虫巣坑帯である、D.L.+1.8m 付近を必ず通るようである。 

＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

室内観察結果から、幼虫は蛹化の前行動として坑口閉塞を行い、そ

の後、蛹室作成を行う。蛹室作成後、蛹化までの日数は 2～3 週間で

あり、蛹化後、羽化までの日数は 2週間程度であった。 

ルイスハンミョウ：♂

  徳島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ：準絶滅危惧

  環境省ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ：絶滅危惧Ⅱ類 
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本年度のルイスハンミョウ調査実施日を表 8-3-1 に示す。 

表 8-3-1 調査実施日 

ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ ﾙｲｽﾊﾝﾐｮｳ
成虫調査 幼虫調査 移動状況調査

2008年4月 27,29日 27,29日
2008年5月 21,22日 21,22日
2008年6月 23,24日 23,24日
2008年7月 16,17日 16,17日
2008年8月 5日 7日 12日
2008年9月 1日 1日
2008年9月 22日 22日

2008年10月 20日 20日

調査年月日

 

 

8-3-1  成虫調査 

8-3-1-1  個体数＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

河口干潟で確認されたルイスハンミョウ成虫の個体数を表 8-3-1-1、図 8-3-1-1 に示す。また、河

口干潟以外で確認された成虫個体数を表 8-3-1-2 に示す。 

河口干潟において、合計 4,185 個体のルイスハンミョウが確認された。また、住吉干潟(中州)、住

吉干潟(右岸)においても合計 27 個体が確認された。 

表 8-3-1-1 河口干潟におけるルイスハンミョウ成虫個体数 

 

 

 

 

 

 

 

表 8-3-1-2 ルイスハンミョウ成虫個体数 住吉干潟(中州)と住吉干潟(右岸) 
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図 8-3-1-1 河口干潟におけるルイスハンミョウ成虫個体数の経月変化 

雄 雌 不明 合計
4/27,29 0 0 195 195
5/21,22 0 0 136 136
6/23,24 0 0 2 2
7/16,17 0 0 1,407 1,407
8/5 2 3 1,725 1,730
9/1 0 0 688 688
9/22 13 5 9 27
10/20 0 0 0 0

15 8 4,162 4,185

調査日

2008

合計

雄 雌 不明 合計
4/27,29 0 0 1 1
5/21,22 0 0 2 2
6/23,24 0 0 0 0
7/16,17 0 0 5 5
8/5 1 3 0 4
9/1 8 6 1 15
9/22 0 0 0 0
10/20 0 0 0 0

9 9 9 27

調査日

合計

2008
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8-3-1-2  分布状況 

ルイスハンミョウの個体数が最も多く確認された 8 月前期調査（8 月 5 日）の成虫分布範囲を図 

8-3-1-2、図 8-3-1-3 に示す。＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

河口干潟の各所で広範囲にわたってルイスハンミョウの成虫が確認できた。 

7 月～9 月調査では、河口干潟の北側および南側において多くの成虫を確認した。また、僅かでは

あったが、河口干潟の南側にあたる堤防沿いの右岸側においても成虫を確認することができた。 

 

図 8-3-1-2 ルイスハンミョウ成虫分布状況（河口干潟）－平成 20 年度 8 月 5日－ 

図 8-3-1-3 ルイスハンミョウ成虫分布状況（住吉干潟）－平成 20 年度 8 月 5日－ 
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8-3-1-3  ルイスハンミョウ成虫の個体数経年変化＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

平成 16 年からのルイスハンミョウ成虫の月別個体数を表 8-3-1-3、図 8-3-1-4 に、調査実施日を

表 8-3-1-4 に示す。 

本年度は、夏季のピーク（8 月前期）において過去最高の月別個体数を記録した。年間合計におい

ても 4,185 個体と過去最高となった。 

 

表 8-3-1-3 河口干潟におけるルイスハンミョウの個体数変動 

H16 H17 H18 H19 H20
4月 9 73 84 255 195
5月 13 122 149 57 136
6月 33 26 161 3 2
7月 41 6 62 379 1,407
8月(前期) 33 117 496 315 1,730
8月(後期) － 807 549 357 688
9月 14 244 165 197 27
10月 2 6 6 4 0
11月 0 0 0 － －
12月 0 0 0 － －
1月 0 0 0 － －
2月 0 1 0 － －
3月 0 1 0 － －
合計 145 1,403 1,672 1,567 4,185  

注）：「－」は調査を実施していない。 

表 8-3-1-4 調査実施日 

H16 H17 H18 H19 H20
4月 不明 4月9日 4月26日 4月24日 4月27,29日
5月 不明 5月8日 5月15日 5月14日 5月21,22日
6月 不明 6月7日 6月1日 6月11日 6月23,24日
7月 不明 7月5日 7月12日 7月17日 7月16,17日
8月(前期) 不明 8月3日 8月7日 8月6日 8月7日
8月(後期) - - 8月21日 8月17日 9月1日
9月 不明 9月2日 9月11日 9月12日 9月22日
10月 不明 10月1日 10月16日 10月12日 10月20日
11月 不明 11月2日 11月6日 - -
12月 不明 12月2日 12月11日 - -
1月 不明 1月27日 1月11日 - -
2月 不明 2月27日 2月7日 - -
3月 不明 3月23日 3月7日 - -  
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図 8-3-1-4 河口干潟におけるルイスハンミョウの個体数変動 
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8-3-2  幼虫調査 

8-3-2-1  巣坑数＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

ハンミョウ類の幼虫巣坑は、4月～10 月の全 8回の調査で確認された。 

河口干潟で確認されたハンミョウ類幼虫の巣坑数を、表 8-3-2-1、図 8-3-2-1 に示す。 

坑径 4mm 以上のルイスハンミョウ幼虫巣坑は、4月調査に最も多い 141 個を確認した。 

なお、幼虫調査日においては、住吉干潟(中州)および住吉干潟(右岸)ではハンミョウ類の幼虫巣坑

は確認することができなかった。しかし、鳥類調査でおとずれた住吉干潟(右岸)において、8月 11 日、

2 坑の坑径 4mm を超えるルイスハンミョウの終齢幼虫巣坑を確認した。周辺では、坑径 4mm 以下(約

3mm)の巣坑を 4坑確認できた。 

  

表 8-3-2-1 河口干潟におけるハンミョウ類幼虫巣坑数 

4mm未満 4mm以上 合計
4/27,29 20 49 141 190
5/21,22 28 44 115 159
6/23,24 30 108 65 173
7/16,17 30 386 75 461
8/7 23 453 44 497
9/1 20 146 0 146
9/22 28 634 23 657
10/20 26 244 98 342

調査日 ｺﾄﾞﾗｰﾄ数
巣坑数（個）
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図 8-3-2-1 ハンミョウ類幼虫巣坑数の経月変化 
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8-3-2-2  ハンミョウ類幼虫巣坑の分布＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

今年度におけるハンミョウ類幼虫巣坑の分布範囲は、平成 19 年度と同様の AB、C、DFG、E および I

エリアに加え、新たに J と K の 2 つのエリアで確認された。また、平成 19 年度に巣坑が確認されな

かった H エリアについてもハンミョウ類の幼虫巣坑を確認することができた。C エリアについては、

コウボウシバの成長が著しく、分布エリアは東へと移動していた。 

エリア別ハンミョウ類幼虫巣坑数を表 8-3-2-2 に、ハンミョウ類幼虫巣坑分布エリア区分を図 

8-3-2-2 に、ハンミョウ類幼虫巣坑数の経月変化を図 8-3-2-3 に示す。また、図 8-3-2-4 にハンミョ

ウ類幼虫巣坑分布状況として巣坑の定点観測を行った位置を示す。 

 

4mm 未満のハンミョウ類幼虫巣坑は、Eエリアに多く、9月には 370 個が確認された。4mm 以上のル

イスハンミョウの巣坑は、Hエリアを除く全エリアで確認され、特に 4月調査の DFG エリアで 43 個と

最も多かった。 

ハンミョウ類幼虫巣坑の確認数は、AB、C、DFG、H および J エリアでは大きな変化はみられなかっ

たが、E および I エリアにおいて、7 月調査時に急激に増加している。また、AB と J エリアの 4 月調

査、Kエリアの 5月調査において、4mm 以上のルイスハンミョウ幼虫巣坑は、4mm 未満の巣坑と比べる

と突出している。 

表 8-3-2-2 エリア別ハンミョウ類幼虫巣坑数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査日
分布範囲 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 2 6 26 3 12 4 4 27 3 3 36 31
C 1 4 3 0 0 0 2 4 2 2 5 0

DFG 8 10 43 9 8 41 8 36 34 7 20 13
E 3 11 19 3 4 10 3 16 2 3 135 9
H 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
I 1 12 5 2 16 21 2 17 8 2 190 11
J 2 5 31 2 0 4 2 4 0 2 0 8
K 3 1 14 2 4 35 2 4 16 2 0 3

合計 20 49 141 21 44 115 23 108 65 21 386 75

計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 16.0 3.0 13.0 5.3 4.0 1.3 7.5 6.8 0.8 22.3 12.0 10.3
C 7.0 4.0 3.0 0 0 0 3.0 2.0 1.0 2.5 2.5 0

DFG 6.6 1.3 5.4 5.4 0.9 4.6 8.8 4.5 4.3 4.7 2.9 1.9
E 10.0 3.7 6.3 4.7 1.3 3.3 6.0 5.3 0.7 48.0 45.0 3.0
H 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
I 17.0 12.0 5.0 18.5 8.0 10.5 12.5 8.5 4.0 100.5 95.0 5.5
J 18.0 2.5 15.5 2.0 0.0 2.0 2.0 2.0 0 4.0 0 4.0
K 5.0 0.3 4.7 19.5 2.0 17.5 10.0 2.0 8.0 1.5 0 1.5

合計 9.5 2.5 7.1 7.6 2.1 5.5 7.5 4.7 2.8 22.0 18.4 3.6

調査日
分布範囲 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上 コドラート数 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 7 33 24 6 41 0 8 85 4 6 5 24 39 245 116
C 5 16 9 8 68 0 7 48 4 6 6 40 31 151 58

DFG 5 55 5 3 7 0 4 87 10 7 14 25 51 237 171
E 3 232 0 2 29 0 6 370 2 5 193 9 28 990 51
H 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 2 2 0
I 2 117 6 0 0 0 2 43 3 2 26 0 13 421 54
J 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 9 43
K 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 9 68

合計 22 453 44 20 146 0 28 634 23 26 244 98 181 2064 561

計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上 計 4.0mm未満 4.0mm以上

AB 8.1 4.7 3.4 6.8 6.8 0 11.1 10.6 0.5 4.8 0.8 4.0 9.3 6.3 3.0
C 5.0 3.2 1.8 8.5 8.5 0 7.4 6.9 0.6 7.7 1.0 6.7 6.7 4.9 1.9

DFG 12.0 11.0 1.0 2.3 2.3 0 24.3 21.8 2.5 5.6 2.0 3.6 8.0 4.6 3.4
E 77.3 77.3 0 14.5 14.5 0 62.0 61.7 0.3 40.4 38.6 1.8 37.2 35.4 1.8
H 0 0 0 1.0 1.0 0 1.0 1.0 0 0 0 0 1.0 1.0 0
I 61.5 58.5 3.0 0 0 0 23.0 21.5 1.5 13.0 13.0 0 36.5 32.4 4.2
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図 8-3-2-2 ハンミョウ類幼虫巣坑分布エリア区分図 
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図 8-3-2-3 エリア別ハンミョウ類幼虫巣坑数の経月変化 



3-8-52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-3-2-4 ハンミョウ類幼虫巣坑分布状況 －平成 20 年 9 月 22 日－ 
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8-3-2-3  ハンミョウ類幼虫巣坑の生息環境＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

a) 地盤高（DL+m） 

ハンミョウ類幼虫巣坑の確認されたエリアの地盤高を図 8-3-2-5 に示す。 

ハンミョウ類の幼虫巣坑が確認されたのは、DL+1.5～2.4ｍ付近であった。また、坑径 4mm 以上

の巣坑が確認されたのは、DL+1.5～2.0ｍ付近であり、4mm 未満の巣坑より若干低い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-3-2-5 ハンミョウ類幼虫の分布する地盤高 

 

b) 含泥率（％） 

ハンミョウ類幼虫巣坑の確認されたエリアの含泥率（％）を図 8-3-2-6 に示す。 

ハンミョウ類幼虫巣坑が確認されたのは、含泥率 0～40％付近であった。 

坑径 4mm 以上の巣坑については、含泥率 0～25％付近であった。AB エリアおよび Cエリアにおい

て坑径による差はみられたものの、それ以外のエリアにおいては大きな差は認められなかった。 
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図 8-3-2-6 ハンミョウ類幼虫の分布する含泥率 

 



3-8-54 

 

8-3-2-4  ハンミョウ類幼虫巣坑数の経年変化＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

AB、C、DFG および H の 4 エリアにおいて、平成 18 年度から定点コドラートを設置し、調査を実施

しているため、今年度までのハンミョウ類幼虫巣坑数と地盤高と含泥率について比較を行った。ハン

ミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化を図 8-3-2-7 に示す。 

 

a) AB エリア（コドラート No.7、11、13、14、15） 

AB エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣坑数と地盤高、 

含泥率の経年変化をコドラート毎に示す。 
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図 8-3-2-7(1) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.7） 

 

コドラート No.7 では、地盤高は DL+1.8m から DL+2.2m へと上昇しており、ヨシの侵入が顕著であ

る。 

DL+2.0m 程度であった平成 19 年度はまでは巣坑が確認できていたが、DL+2.2m 程度となった平成 20

年度は確認することができなかった。 

含泥率については、平成 19 年度に大きな変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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図 8-3-2-7(2) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.11） 

 

コドラート No.11 では、地盤高は DL+1.8m 付近を中心に±0.1m ほどの変化であり、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ･

ﾎｿﾊﾞﾉﾊﾏｱｶｻﾞ･ﾖｼ)の侵入が顕著である。 

平成 18 年度のような高密度分布地ではなくなったものの、平成 20 年度においても巣坑を確認する

ことができた。 

含泥率については、大きな変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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図 8-3-2-7(3) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.13） 

 

コドラート No.13 では、地盤高は DL+1.8m 付近を中心に±0.1m ほどの変化であり、また、植生の侵

入等もなく、ほぼ同様の裸地環境が存続している。 

平成 18 年度には 4mm 以上の巣坑は確認されていなかったが、平成 19 年度以降は、ほぼ毎月確認で

きている。4mm 未満の巣坑については、平成 18 年度から、ほぼ毎月確認できている。 

含泥率については、平成 19 年度に一度、大きな変化が認められるが、巣坑数との関係は認められ

ない。 
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エリア：AB

コドラート：定点⑭

平成18年度 平成20年度

余　白

2006年10月17日 2008年9月1日  

図 8-3-2-7(4) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.14） 

 

コドラート No.14 では、地盤高は DL+1.8m 付近を中心に±0.2m ほどの変化であり、また、植生の侵

入等もなく、ほぼ同様の裸地環境が存続している。 

平成 18 年度以降、4mm 以上の巣坑が確認できており、4mm 未満の巣坑については、ほぼ毎月確認で

きている。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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図 8-3-2-7(5) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.15） 

 

コドラート No.15 では、地盤高は DL+1.8m 付近を中心に±0.2m ほどの変化であり、また、植生の侵

入等もなく、ほぼ同様の裸地環境が存続している。 

平成 18 年度以降、4mm 以上の巣坑が確認できており、4mm 未満の巣坑については、ほぼ毎月確認で

きている。 

含泥率については、平成 18 年度に一度、大きな変化が認められるが、巣坑数との関係は認められ

ない。 
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b) C エリア（コドラート No.1、2、3、4） 

C エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣坑数と地盤高、含泥 

率の経年変化をコドラート毎に示す。 
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エリア：C
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図 8-3-2-7(6) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.1） 

 

コドラート No.1 では、地盤高は DL+1.8m から DL+2.0m へと上昇しており、また、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)

の侵入が顕著である。 

平成 18 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 19 年度は確認数が大き

く減少した。平成 20 年度は確認されていない。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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図 8-3-2-7(7) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.2） 

 

コドラート No.2 では、地盤高は DL+1.8m から DL+2.2m へと上昇しており、また、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)

の侵入が顕著である。 

平成 18 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 19 年度は確認数が減少

した。平成 20 年度は確認されていない。 

含泥率については、約 5％以下の範囲で変化しているが、巣坑数との関係は認められない。 
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エリア：C

コドラート：定点③

2006年10月17日 2008年8月7日

余　白余　白

平成18年度 平成20年度

 

図 8-3-2-7(8) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.3） 

 

コドラート No.3 では、地盤高は DL+1.8m から DL+2.0m へと上昇しており、また、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)

の侵入が顕著である。 

平成 18 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 19 年度は確認数が減少

した。平成 20 年度は確認されていない。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 

 



3-8-62 

-

4mm以上

0

5

10

15

20

25

4月 5月 6月 7月前 7月後 8月前 8月後 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

巣
坑

数
（
個

）

平成18年度

平成19年度

平成20年度

4mm未満

0

50

100

150

200

250

300

350

400

4月 5月 6月 7月前 7月後 8月前 8月後 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

巣
坑

数
（
個

）

平成18年度

平成19年度

平成20年度

地盤高

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

4月 5月 6月 7月前 7月後 8月前 8月後 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地
盤

高
　

（
D
.L

+
m

）

平成18年度

平成19年度

平成20年度

含泥率

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

4月 5月 6月 7月前 7月後 8月前 8月後 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

含
泥

率
（
％

）

平成18年度

平成19年度

平成20年度

 

エリア：C

コドラート：定点④ 余　白余　白

平成18年度 平成20年度

2006年1月11日 2008年9月22日  
図 8-3-2-7(9) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.4） 

 

コドラート No.4 では、地盤高は DL+1.8m から DL+2.1m へと上昇しており、また、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)

の侵入が顕著である。 

平成 18 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 19 年度は確認数が大き

く減少した。平成 20 年度は確認されていない。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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c) DFG エリア（コドラート No.5、8、9、10） 

DFG エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣坑数と地盤高、 

含泥率の経年変化をコドラート毎に示す。 
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エリア：DFG

コドラート：定点⑤

平成18年度 平成20年度

2006年10月17日

余　白 余　白

2008年9月22日  
図 8-3-2-7(10) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.5） 

 

コドラート No.5 では、地盤高は DL+1.7m から DL+1.9m へと上昇しており、また、Cエリアほど顕著

ではないが、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)の侵入が認められる。 

平成 18 年度以降、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されている。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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エリア：DFG

コドラート：定点⑧

平成18年度 平成20年度

余　白余　白

2006年10月17日 2008年9月1日  
図 8-3-2-7(11) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.8） 

 

コドラート No.8 では、地盤高は DL+1.7m から DL+1.9m へと上昇しており、また、Cエリアほど顕著

ではないが、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ)の侵入が認められる。 

平成 18 年度以降、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 20 年度はごく少数の

確認に終わった。 

含泥率については、変化が認められるが、巣坑数との関係は認められない。 
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エリア：DFG

コドラート：定点⑨

平成18年度 平成20年度

2006年10月17日 2008年9月1日  
図 8-3-2-7(12) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.9） 

 

コドラート No.9 では、地盤高は DL+1.8m 付近を中心に±0.1m ほどの変化であり、含泥率について

は、約 5％以下の範囲の変化である。また、植生の侵入等もなく、ほぼ同様の裸地環境が存続してい

る。 

平成 18 年度以降、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されている。 
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エリア：DFG

コドラート：定点⑩

平成20年度

余　白

2006年10月17日 2008年9月22日

余　白

平成18年度

 
図 8-3-2-7(13) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.10） 

 

コドラート No.10 では、地盤高は DL+1.7m から DL+1.9m へと上昇しており、含泥率については、約

5％以下の範囲の変化である。植生の侵入はなく、ほぼ同様の裸地環境が存続している。 

平成 18 年度と平成 19 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 20 年度は

確認されていない。 
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d) H エリア（コドラート No.12） 

H エリアにおけるハンミョウ類幼虫巣坑数と地盤高、含 

泥率の経年変化を示す。 

巣坑数が少なく、地盤高、含泥率ともに大きな変動はな 

いため、傾向は認められなかった。 
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エリア：H

コドラート：定点⑫余　白 余　白

2008年10月20日

平成18年度 平成20年度

2006年10月17日  

図 8-3-2-7(14) ハンミョウ類幼虫巣坑数と生息環境の経年変化（コドラート No.12） 

 

コドラート No.12 では、地盤高は DL+1.8m から DL+1.9m へと上昇しており、含泥率については、約

5％以下の範囲の変化である。また、植生(ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ･ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ･ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ)の侵入が顕著である。 

平成 18 年度は、4mm 以上、4mm 未満の巣坑ともに確認されているが、平成 19 年度は未確認であっ

た。平成 20 年度は 4mm 未満の巣坑を 1坑ではあるが確認した。 
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8-3-3  移動状況調査 

8 月 12 日に河口干潟において、マーキングを実施した。マーキング個体数を表 8-3-3-1 に示す。 

マーキング個体の確認は、翌月の 1～3 日で沖洲海岸と沖洲人工海浜も併せて行ったが、確認する

ことはできなかった。 

 

表 8-3-3-1 マーキング個体数 

河口干潟 ♂ ♀ 合計
北側 40 30 70
南側 60 35 95

計 100 65 165  

 

 

ルイスハンミョウ マーキング 
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8-3-4  考察 

8-3-4-1  成虫調査 

今年度の過去最高となる確認数の理由は、ここ近年の台風等による環境攪乱の程度や餌生物の動向

等が深く関わっていることが推測できるが、生態特性は依然として不明であり、個体数の増減に対す

る明確な説明は不可能である。 

干潟は、地形変化が頻繁に起こるため、ルイスハンミョウの生息環境は変化しやすく、分布状況も

変化することが予測される。今後、分布調査をつづけて実施し、貴重種であるルイスハンミョウの分

布状況を把握するとともに、餌生物の解明や干潟生態系の中での位置、他の生物との関わりなど、生

態特性解明のための調査を並行して実施することが肝要である。 

 

8-3-4-2  幼虫調査＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

地盤高が高くなった地点や植生の侵入した地点で巣坑数が減少する傾向にあった。地盤高は DL+1.5

～2.2m 付近が生息環境であることが推測される。植生については、その被度が生息環境条件として影

響を与えていると推測される。 

含泥率は、巣坑分布エリア内で測定された約 40％以下であれば、生息環境条件を満足していると判

断できる。 

今後は、継続して同コドラートでの調査を実施し、巣坑数、地盤高の経年変化を比較するとともに、

地盤高 DL+1.5～2.2m の区域を抽出し、幼虫の生息適地の絞り込みや生息場となっていない区域との

環境条件の差異を把握し、ルイスハンミョウ幼虫の生息環境条件を明らかにすることに重点を置くこ

とが肝要である。 

 

8-3-4-3  移動状況調査＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

本年度の調査では、マーキング個体の追跡･確認はできなかったが、平成 19 年度には河口干潟でマ

ーキングした個体が右岸対岸でも確認されたことにより、河口干潟から右岸対岸に向かい、50～100m

程の海を越えることは可能であることが立証されている。 

本年度も、マーク無しの個体は右岸対岸で確認されており、ルイスハンミョウがある程度の頻度で

移動していることも考えられる。 

マーキング調査の当初の目的は達成されているため、個体に負担をかけるマーキング調査は今年度

をもって終了することを提案する。今後は、通常調査と同様に 4月より右岸対岸においても生息確認

調査を実施し、ルイスハンミョウの生息状況や繁殖状況を把握することが肝要である。 
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8-3-5  まとめ 

8-3-5-1  成虫調査＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

・ 河口干潟で、合計 4,185 個体のルイスハンミョウが確認された。また、住吉干潟のグランド横に

おいても合計 27 個体が確認された。 

・ 本年度は、個体数のピークが 8月にみられ、1,734 個体と過去最高を記録した。 

・ 本年度は、河口干潟全域、特に北側、南側で多く確認された。 

・ 今年度の過去最高となる確認数の理由は、ここ近年の台風等による環境攪乱の程度や餌生物の動

向等が深く関わっていることが推測できるが、生態特性は依然として不明であり、個体数の増減

に対する明確な説明は不可能である。 

・ 今後、分布調査をつづけて実施し、貴重種であるルイスハンミョウの分布状況を把握するととも

に、餌生物の解明や干潟生態系の中での位置、他の生物との関わりなど、生態特性解明のための

調査を並行して実施することが肝要である。 

 

8-3-5-2  幼虫調査＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

・ 巣坑数は、9月に 657 個と最も多く確認した。4mm 以上のル 

イスハンミョウの幼虫巣坑は、4月に最も多く、141 個が確 

認された。 

・ ハンミョウ類幼虫巣坑の分布エリアは、昨年度と同様の AB 

エリア、DFG エリア、Eエリア、Iエリアに加え、新たに Jエリア、Kエリアで確認された。また、

平成 19 年度に確認されなかった Hエリアにおいても、僅かではあるが確認された。Cエリアにつ

いては、これまで巣坑が確認されていた裸地であった分布域にコウボウシバが進入し、幼虫の分

布域は東方へ移動した。 

・ 住吉干潟岸部において、8月 11 日、2坑の坑径 4mm を超えるルイスハンミョウの終齢幼虫巣坑を

確認した。 

・ 4mm 未満のハンミョウ類幼虫巣坑は、9月に Eエリアで多く確認された。 

・ 4mm 以上のルイスハンミョウ幼虫巣坑は、4月に DFG エリアで多くみられた。 

・ 生息環境条件としては、地盤高は DL+1.5～2.2m 付近であり、植生についてはその被度が影響を

与えていると推測される。 

・ 含泥率は、巣坑分布エリア内で測定された約 40％以下であれば、生息環境条件を満足していると

判断できる。 

・ 今後は、継続して同コドラートでの調査を実施し、巣坑数、地盤高の経年変化を比較するととも

に、地盤高 DL+1.5～2.2m の区域を抽出し、幼虫の生息適地の絞り込みや生息場となっていない

区域との環境条件の差異を把握し、ルイスハンミョウ幼虫の生息環境条件を明らかにすることに

重点を置くことが肝要である。 

 

8-3-5-3  移動状況調査＜あああああは希少種保護のため非公開＞ 

・ 8 月 12 日に河口干潟においてマーキング（♂100 個体、♀65 個体の計 165 個体）を実施したが、

マーキング個体の追跡･確認はできなかった。 

・ 平成 19 年度には河口干潟でマーキングした個体が右岸対岸でも確認されたことにより、河口干

潟から右岸対岸に向かい、50～100m 程の海を越えることは可能であることが立証されている。 

・ マーキング調査の当初の目的は達成されているため、個体に負担をかけるマーキング調査は今年

度をもって終了することを提案する。 

・ 今後は、通常調査と同様に 4月より右岸対岸においても生息確認調査を実施し、ルイスハンミョ

ウの生息状況や繁殖状況を把握することが肝要である。 
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